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カ
ン
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浩

は

じ

め

に

一
チ
ン
ギ
ス
・
カ

γ
の
子
の
世
代
に
お
け
る
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
一
族
と
の
逼
婚
関
係

二
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
孫
以
降
の
世
代
に
お
け
る
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
遁
婚
関
係

(

1

)

オ
ゴ
デ
イ
家
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家

(
2
〉

ト

ル
イ
家
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家

三
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
姻
戚
関
係
の
抜
大

〈

1
)

ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
遁
婚
関
係
の
始
ま
り

(

2

)

ト
レ
ル
チ
の
娘
た
ち

(

3

)

チ
ャ
ガ
タ
イ
家
と
タ
ド
カ
・
ベ
キ
家

〈

4
〉
ジ
ョ
チ
家
と
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家

(

5

)

フ
レ
グ
家
と
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家

(

6

)

ア
リ
ク
・
プ
ケ
家
と
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家

四
モ
ン
ケ
の
即
位
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家

ま

と

め
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t土

じ

め
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チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
は
さ
ま
ざ
ま
な
部
族
と
逼
婚
関
係
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
の
姻
族
と
し
て
知
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ら
れ
て
い
る
の
は
、

ン
家
は
、
元
朝
の
宮
廷
に
代
々
カ
ト
ン
を
迭
り
込
み
、

ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
オ
イ
ラ
ト
族
の
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
で
あ
る
。
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ

(

1

)

 

ク
ビ
ラ
イ
家
の
姻
族
と
し
て
繁
栄
し
た
家
系
で
あ
り
、
オ
イ
ラ
ト
族
の
ク
ド
カ

・
ベ
キ

家
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
の
各
王
家
と
通
婚
関
係
を
持
ち
、

〈

2
)

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
重
要
な
姻
族
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
優
れ
た
研
究
が
あ
り
、
様
々
な
側
面
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

と
く
に
ア
リ
ク
・
ブ
ケ
家
と
密
接
な
閥
係
を
も
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
家
系

さ
て
、
従
来
こ
の
二
つ
の
姻
族
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
分
析
さ
れ
る
と
と
が
多
か
っ
た
が
、
商
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ウ
ン
ギ

ラ
ト
諸
族
は
古
く
か
ら
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
一
族
と
通
婚
閥
係
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
第
一
カ

ト
ン
で
あ
る
ボ
ル
テ
の
弟
の
家
系
と
し
て
最
も
有
利
な
立
場
に
あ
っ
た
姻
族
で
あ
る
。
一
方
、

ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
は
、
部
族
長
ク
ド
カ

・
ベ
キ

の
功
績
に
よ
り
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
と
姻
戚
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
い
わ
ば
新
参
の
姻
族
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
が
姻
族
と
し
て
急
成
長
し
、
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
肩
を
並
べ
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
、
最
近
、
構
造
人
類
撃
の
手
法
を
用
い
て
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
の
逼
婚
闘
係
の
分
析
を
試
み
、
そ
の
結
果
、
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と

連
績
し
た
場
合
に
は
類
似
し
た
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
逼
婚
パ
タ
ー
ン
を
持

(

3

)

 

ち
、
雨
者
は
同
じ
縁
組
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
結
論
に
達
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

の
逼
婚
関
係
も
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
遁
婚
閥
係
も
、

- 70ー

と
こ
ろ
が
、
同
じ
時
期
に
お
け
る
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
通
婚
関
係
と
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
逼
婚
闘
係
を
比
較
し
て
み
る
と
、
雨
者

が
と
も
に
連
績
し
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
な
か
で
も
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
か
ら
ク
ビ
ラ
イ
・
カ
ン
に
い
た
る
世
代
は
、
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と

の
逼
婚
関
係
が
連
績
し
な
か
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
二
つ
の
通
婚
関
係
の
展
開
の
仕
方
を
比
較
し
て
み
る
と
掛
照
的
な

遣
い
が
あ
り
、

ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
の
方
は
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
全
瞳
と
通
婚
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
連
績
さ
せ
た
の
に
封
し
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ

ン
家
は
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
と
何
度
か
相
互
の
逼
婚
闘
係
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
な
が
ら
連
捜
せ
ず
、
結
果
的
に
ク
ピ
ラ
イ
家
と
の
逼
婚
関
係
に

縮
小
し
て
し
ま
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
の
二
大
姻
族
と
の
逼
婚
関
係
の
展
開
の
仕
方
に
注
目
し
、

ま
ず
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の



逼
婚
関
係
の
措
い
手
が
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
子
の
世
代
と
孫
の
世
代
の
聞
で
、
ジ
ョ
チ
家
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
か
ら
オ
ゴ
デ
イ
家
、
ト
ル
イ
家

へ
大
き
く
饗
化
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
、
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
が
、
そ
の
開
隙
を
縫
っ
て
贋
く
網
を
か
け
る
よ
う
に
、
姻
戚
関
係
を
一

モ
ン
ケ
の
聞
位
が
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
に
と
っ
て
不
利
に
働
き
、

気
に
旗
大
し
て
い
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
逼
婚
関
係

の
掛
象
が
主
と
し
て
ク
ビ
ラ
イ
家
に
縮
小
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
み
た
い
。

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
子
の
世
代
に
お
け
る
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
一
族
と
の
遁
婚
閲
係

ウ
ン
ギ
ラ
ト
諸
族
は
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
一
族
に
と
っ
て
先
祖
代
々
の
姻
族
で
あ
り
、
三
代
上
の
カ
ブ
ル
・
カ
ン
の
時
代
か
ら
ウ
ン
ギ
ラ
ト

諸
族
と
通
婚
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
(
『
集
史
』
部
族
編
、
同
吋
¥
〉

T
3・H
S
|
広
3
0
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
世
代
で
も
、
チ
ン
ギ
ス
・

カ
ン
が
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
ボ
ル
テ
を
喪
っ
た
だ
け
で
な
く
、
弟
の
ジ
ョ
チ
・
カ
サ
ル
は
コ
ロ
ラ
ス
族
の
ア
ル
タ
ン
と
、
末
弟
の
テ
ム
ゲ
・
オ
ッ

で
あ
り
、
代
々
の
ウ
ン
ギ
ラ
ト
諸
族
と
の
逼
婚
関
係
の
延
長
線
上
で
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
と
ボ
ル
テ
の
婚
姻
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

一 71ー

チ
ギ
ン
は
オ
ル
グ
ヌ
ト
族
の
ス
ン
ド
ク
チ
ン
と
、
妹
の
テ
ム
ル
ン
は
イ
キ
レ
ス
族
の
ボ
ト
と
結
婚
し
た

Q
吋¥吋
ω
5
5・向。-・印
5
1
8白
)
の

こ
の
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
と
ポ
ル
テ
の
婚
姻
は
、
元
朝
時
代
の
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
遁
婚
関
係
の
護
端
と
な
る
婚
姻
で
あ
る
が
、
し
か
し

こ
の
と
き
は
、
南
家
修
一
方
が
積
極
的
に
姻
戚
関
係
を
結
ん
だ
語
で
は
な
か
司
た
。
ボ
ル
テ
の
父
親
デ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
は
、
二
人
の
結
婚
を
溢
っ

て
い
ド
た
の
で
あ
る
が
、
ボ
ル
テ
の
弟
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
努
力
に
よ
り
よ
う
や
く
二
人
が
結
婚
で
き
た
と
い
う
の
が
員
相
で
あ
っ
た
の
で
あ
る

(
『
集
史
』
部
族
編
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
、
同
吋
¥
〉
H
一

回

M

・3
品)。

こ
れ
は
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
が
ま
だ
弱
小
勢
力
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
雨
家
整
方
が
積
極
的
に
通
婚
閥
係
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
息
子
た
ち
の
世
代
の
婚
姻
か
ら
で
あ
る
。

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
息
子
た
ち
の
中
で
、
デ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
一
族
か
ら
カ
ト
ン
を
要
っ
た
の
は
、
長
子
の
ジ
ョ
チ
と
衣
子
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
で
あ

っ
た
。

401 

ま
ず
、

ジ
ョ
チ
は
、

『
集
史
』
ジ
ョ
チ
・
カ

ン
紀
に
、
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ジ
ョ
チ
・
カ
ン
(
』
0
2
0
2
八
百
ご
関

E
ろ
の
二
番
目
の
息
子
パ
ト
(
回
白
Z
八
回
目
口
)
。
バ
ト
は
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
出
身
の
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン

(
と
と

Z
ミ
E
八
〉
吉

Z
D
Zロ
)
の
娘
の
オ
キ
・
フ
ジ
ン

・
カ
ト
ン

(or--P〕

5

0
白
押
ロ
ロ
八
口
宮
司
U
]回
開

ハ

E
Sる
か
ら
生
ま
れ
た
。

(]、
H，¥吋
ω
5
H∞一向。
一.
5
E
)

と
あ
る
よ
う
に
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
娘
の
オ
キ
・
フ
ジ
ン
を
喪
っ
た
。
婚
姻
の
時
期
は
、
二
人
か
ら
生
ま
れ
た
バ
ト
が
、

え
四
八
歳
で
死
去
し
て
い
る
こ
と
百
巴
E

H
u
s
-
u
-
M汗
切

ミ

-
0
5ご
司
-HNN)
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、

ョ
チ
と
オ
キ
・
フ
ジ
ン
の
婚
姻
は
少
な
く
と
も
一
二

O
八
年
以
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
二
五
五
年
に
数

一
二

O
八
年
生
ま
れ
で
あ
る
の
で
、
ジ

も
う
一
人
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
は
、

第
一
カ
ト
ン
と
し
て
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
イ
エ
ス
ル
ン
を
要
っ
た
。

」
の
イ
エ
ス
ル
ン
に
つ
い
て
は

国司

集

史
』
チ
ャ
ガ
タ
イ

・
カ
ン
紀
に
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
に
は
カ
ト
ン
や
側
室
が
た
く
さ
ん
い
た
が
、
も
っ
と
も
信
頼
さ
れ
て
い
た
の
は
二
人
の
カ
ト
ン
で
あ
っ
た
。
第
一
が
イ
エ
ス

ル
ン

・
カ
ト

ン

(JF∞巳

E
O巳
ロロ
八日明口
一E
E
M
gロ
ロ
)
で
あ
り
、
彼
女
は
彼
の
信
頼
で
き
る
息
子
た
ち
す
べ
て
の
母
親
で
あ
っ
た
。
彼
女

(
4
)
 

は
、
ウ
ン
ギ
ラ
ト
の
主
で
あ
る
ダ
ア
リ
タ
イ
の
息
子
カ
タ
・
ノ
ヤ
ン
の
娘
で
あ
り
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
大
カ
ト
ン
の
ボ
ル
テ
・
フ
ジ
ン

- 72-

と
イ
エ
ス
ル
ン
・
カ
ト
ン
の
父
親
と
は
父
方
の
イ
ト
コ
で
あ
っ
た
。

(』吋¥、叶
ω
H印
H∞
一
向。戸

H∞∞国)

と
あ
り
、

ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
ダ
ア
リ
タ
イ
の
孫
娘
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ダ
ア
リ
タ
イ
は
ボ
ル
テ
の
父
親
デ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
の
兄
弟
で
あ
る

の
で

Q
H，¥〉行司・
ω
忠
心)、

イ
エ
ス
ル
ン
は
ボ
ル
テ
の
イ
ト
コ
の
娘
に
あ
た
る
。
イ
エ
ス
ル
ン
が
死
去
す
る
と
、

(

5

)

 

ソ
ロ

ν
l
ト
婚
を
行
司
た

Q
、同¥吋
ω
同日

H
W
E
-
同呂
田)。

チ
ャ
ガ
タ
イ
は
イ
エ
ス
ル
ン
の

姉
妹
の
ト
ゲ
ン
を
要
り
、

さ
て
、
こ
の
ジ
ョ
チ
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
の
婚
姻
の
う
ち
、

姻
戚
関
係
と
し
て
重
脱
さ
れ
て
い
た
の
は
ジ
ョ
チ
の
婚
姻
で
あ
る
。

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
も
う
ひ
と
組
の
縁
組
と
セ
ッ
ト
に
な
り
、
相
互
の
遁
婚
関
係
の
形
を
と
っ

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
息
子
チ
グ
?
と
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
娘
ト
マ
ル
ン
の
婚
姻
で
あ

な
ぜ
な
ら
、

ジ
ョ
チ
と
オ
キ

・フ

ジ
ン
の
婚
姻
は
、

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
も
う
一
つ
の
縁
組
と
は
、

る
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チ
グ
ヮ
と
ト
マ
ル

γ
の
婚
姻
は
、
圃
ー
の
よ
う
に
、
上
の
世
代
の
婚
姻
と
連
績
し
て
お

り
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
が
、
妻
ボ
ル
テ
の
お
返
し
と
し
て
、

ボ
ル
テ
の
兄
弟
の
息
子
へ
、
自

分
の
娘
ト
マ
ル
ン
を
嫁
が
せ
る
と
い
う
ギ
プ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
パ
タ
ー
ン
に
則
っ
て
い

た
。
こ
れ
は
、
園
3
の
基
本
パ
タ
ー
ン
に
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
ジ
ョ
チ
の
婚
姻
と
チ
グ
ゥ

の
婚
姻
の
関
係
は
、
ジ
ョ
チ
が
、
チ
グ
ゥ
の
姉
妹
の
オ
キ
・
フ
ジ
ン
を
要
り
、
チ
グ
ゥ
が
ジ

ョ
チ
の
姉
妹
の
ト
マ
ル
ン
を
妻
っ
て
い
る
の
で
、
互
い
に
姉
妹
を
交
換
し
た
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
が
園
2
の
基
本
パ
タ
ー
ン
に
一
致
す
る
。
人
類
拳
の
縁
組
理
論
の
用
語
を
用
い
れ
ば
、

「
姉
妹
交
換
婚
公

2
5
2各
自
問
問
自
民
江
恒
常
)
」

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

チ
ン
ギ

ス
・
カ
ン
家
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
聞
で
は
、
相
互
の
逼
婚
関
係
が
生
じ
た
の
で
あ
っ

- 73ー

た

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
の
通
婚
関
係
の
中
で
、
最
も
密
接
な
相
互
の
逼
婚
が
行
な
わ
れ
た
ク

ド
カ
・
ベ
キ
家
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
逼
婚
に
は
、
共
通
の
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
、
そ

圃1

の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
園
2
の
姉
妹
交
換
婚
に
よ
っ
て
相
互
の
逼
婚
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
連
績
す
る
と
き
、
園
3
の
よ
う
に
、
世
代
毎
に
交

互
に
女
性
を
婚
出
さ
せ
る
ギ
プ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
女
性
の
交
換
に
よ
り
通
婚
を
連
績
さ

せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
は
逆
に
な
り
、
姉
妹
交
換
婚
よ
り
先
に
園
3

の
パ
タ
ー
ン
が
現
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、

チ
グ
ゥ
は
、

チ
グ
ゥ
と
ト
マ
ル
ン
の
婚
姻
の
時
期
を
検
討
し
て
お
く
と
、

一
三
年
に
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
末
子
ト
ル
イ
と
と
も
に
金
朝
遠
征
へ
出
軍
し
た
が
、

そ
の
と
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Y家

通婚の基本パタ ーン1

(姉妹交換矯)

X家

園2

Y家X家
さ
て
、

き
の
こ
と
を
記
し
た
諸
史
料
に
、

「作
C

∞z
o
c
z
m
g」
(『
元
朝
秘
史
』

一
一
五
一
節
)
、

「
樹
馬
赤
駒
」

(『元
史
』
各
一
)
、

録
』)、

「土
亦
渠
鮒
馬
」

「チ
グ

・
グ
レ
ゲ
ン

ヨ
r
p
F
D
岳
山
口
」

(『
聖
武
親
征

(『集
史
』
チ
ン
ギ
ス

・カ

ソ紀、

]吋
¥叶
ω
H
2
∞一

E
・
8σ)
と
あ
り
、

チ
グ
ゥ
が
嘗
時
「
尉
馬
」

「
グ
レ
ゲ
ン
〈
矯
)
」
で
あ
っ
た
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
貼
で
諸
史
料
が

一
致
し
て
い
る
。
従
つ

て
、
チ
グ
ク
と
ト
マ
ル
ン
の
婚
姻
は
、

二
二
三
年
以
前
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

婚
姻
の
時
期
か
ら
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ジ
ョ
チ
の

も
う
一
つ
言
及
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
に
と
っ
て
重
要
な
姻
戚
関
係

の
捻
い
手
と
し
て
長
子
の

ジ
ョ
チ
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
が
即
位

通婚の基本パタ ーン2

す
る
三
年
前
に

ケ
レ
イ
ト
族
の
オ
ン

・
カ
ン
一
族
と
の
聞
で
、

相
互
に

二
組
の
縁
組
を
結
ぼ

- 74ー

う
と
し
て
、
結
局
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
、

こ
の
と
き
も
ジ
ョ
チ
の
縁
組
が
計
董

チ
ン
ギ
ス

・
カ
ン
家
に
と
っ
て
重
要
な
姻
戚
関
係

従
っ
て
、

の
措
い
手
と
し
て
、
常
に
ジ
ョ
チ
が
選
ば
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

『
元
朝
秘
史
』

T、こ Uこ
と記
は さ
考れ
えて
tこし、

く(る
い6よ
。)う

可に
能
性
と
し
て
t主

ジ
ョ
チ
が
そ
の
血
筋
を
疑
わ
れ
他
の
兄
弟
よ
り
低
く
み
ら
れ
て
い

園3

ジ
ョ

チ
が
、

嘗
初
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
後
縫
者
候

補
で
あ
司
た
こ
と
も
考
え
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

ジ
ョ
チ
と
チ
グ
ゥ
と
の
聞
の
姉
妹
交
換
婚
は
、

ジ
ョ
チ
の
世
代
の
姉
妹
交
換
婚

ジ
ョ
チ
家
と
チ
グ
ゥ
家
と
の
聞
の
通
婚
関
係
と
し
て
展
開
す
る
は
ず
で
あ
る
。

て
展
開
す
れ
ば
、

そ
れ
以
後
の
世
代
で
、

ギ
プ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
園
3
の
基
本
パ
タ
ー
ン
に
そ
っ

し
か
し

が
、
そ
の
後
、
質
際
に
ジ
ョ
チ
家
と
チ
グ
ゥ
家
と
の
聞
の
相
互
の
通
婚
と
し
て
連
績
し
た

こ
と

を
示
す
確
か
な
例
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
ジ
ョ
チ
の
第
二
子
で
オ
キ
・
フ

ジ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
メ
ト
の
家
系
は
、
む
し
ろ
オ
イ
ラ
ト
族
と
の
姻
戚
関
係
を
強
め
た
。

ジ
ョ
チ
の
長
子



オ
ル
ダ
の
家
系
は
、

『
集
史
』
に
よ
る
と
、

ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
出
身
の
カ
ト
ン
を
た
く
さ
ん
要
っ
て
い
る
が
、

し
か
し
、

チ
グ
ゥ
家
の
娘
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

ま
た
、
杉
山
正
明
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、

チ
グ
ゥ
は
、

オ
ゴ
デ
イ
の
即
位
前
後
に
、
車
問
海
ア
ム
ド
地
方
に
ユ
ル
ト
を
移
さ
れ
、

ア

ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
本
家
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
(
杉
山

包∞
ωU
回以・

2
f
H
S
N
・
宅
-
H
E
-
-
E
)。
そ
の
結
果
、

ジ
ョ
チ
家
に
と
っ

て
、
チ
グ
ゥ
家
と
遁
婚
関
係
を
謹
績
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
減
少
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
孫
以
降
の
世
代
に
お
け
る
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
逼
婚
関
係

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
子
の
世
代
で
、
第
一
カ
ト
ン
の
ボ
ル
テ
の
寅
家
で
あ
る
デ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
の
一
族
と
姻
戚
開

係
を
結
ん
だ
の
は
、
年
上
の
ジ
d

チ
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
で
あ
っ
た
。

オ
ゴ
デ
イ
、

ト
ル
イ
の
場
合
を
検
討
し
て
み
る
と
、

オ
ゴ
デ
イ
の
第
一
カ
ト

- 75ー

ま
た
ト
ル
イ
に
は
ナ
ヤ
ン
・
カ
ト
ン
と
い
う
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
出
身
の
カ
ト
ン
が
い
る
黙
は
注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
ど
ち
ら
も
、
デ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
一
族
の
娘
で
あ
司
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
な
く
、

ン
の
ボ
ラ
グ
チ
ン
の
出
身
部
族
が
不
明
で
あ
り
、

『
元
史
』
巷
一
一
八
、
特
醇
調
停

に
も
、

オ
ゴ
デ
イ
と
ト
ル
イ
の
カ
ト
ン
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
子
の
世
代
で
、
デ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
一
族
と
姻
戚

関
係
を
持
っ
て
い
た
の
は
、

ジ
忌
チ
家
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
劃
し
て
、

係
か
ら
遠
ざ
か
り
、
逆
に
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
孫
以
降
の
世
代
に
な
る
と
、
ジ
ョ
チ
家
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
は
、
デ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
一
族
と
の
姻
戚
闘

オ
ゴ
デ
イ
家
と
ト
ル
イ
家
が
、
巻
き
返
し
を
園
る
よ
う
に
、
デ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
一
族
、
と
く
に
ボ
ル
テ
の
弟
の
ア

ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
姻
戚
関
係
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
子
の
世
代
と
孫
の
世
代
の
聞
は
、
遁
婚
関
係
の
パ
タ
ー
ン
と
し

て
は
連
績
し
て
お
ら
ず
、
オ
ゴ
デ
イ
家
と
ト
ル
イ
家
は
、
ジ
ョ
チ
家
や
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
逼
婚
関
係
と
は
別
個
に
、
あ
ら
た
に
相
互
の
逼
婚
閥

係
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
孫
の
世
代
が
婚
期
に
達
し
た
オ
ゴ
デ
イ
・
カ
ン
の
治

405 

世
に
あ
た
る
。
以
下
、

オ
ゴ
デ
イ
・
カ
ン
の
時
代
に
、

オ
ゴ
デ
イ
家
と
ト
ル
イ
家
が
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
姻
戚
関
係
を
築
い
て
い
く
過
程
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を
オ
ゴ
デ
イ
家
、

ト
ル
イ
家
の
順
に
論
じ
て
み
た
い
。

(

l

)

 

オ
ゴ
デ
イ
家
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家

一
二
二
九
年
に
即
位
し
た
オ
ゴ
デ
イ
は
、
自
分
の
後
継
者
と
し
て
第
三
子
の
ク
チ
ュ
を
選
ん
だ
〈
ド
l
ソン

5
8
・司
N
H
品)
。
そ
し
て
、
こ

の
ク
チ
ュ
が
要
っ
た
の
が
、
次
の
『
集
史
』
部
族
編
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
孫
の
カ
タ
カ
シ
で
あ
る
。

(
7
)
 

オ
ゴ
デ
イ
・
カ
ア
ン
(
。

m
E
2
0白
ぶ
ロ
〈

c
z
s
o
gロ
)
の
息
子
ク
チ
ュ
(
同
位
m
E
〈
択
と
口
)
の
カ
ト
ン
は
、

。
白
丹
臥
包
印
ご
と
い
い
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン

(
E
2
2
0ヨ
ロ
八
〉

f
z
o
Eロ
〉
の
孫
で
あ
っ
た
。

、ン

レ

i入

ン

" 百戸名
3を
~:カ

歩̂
宰カ
可:ン
'"， 
>-( r、
己 10
D 曲、d〆 F 千

同

t主主
こ^

の
カ
ト
ン
か
ら
生
ま
れ
た
。

(】吋¥〉
T
S
8
0
8
H〉

婚
姻
の
時
期
を
推
定
し
て
み
る
と
、

ま
ず
、

ク
チ
ュ
は
一
二
三
六
年
に
死
去
し
た
の
で

嘗
然
二
人
の
結
婚
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
。

そ
し

- 76ー

て
、
ク
チ
ュ
と
カ
タ
カ
シ
か
ら
生
ま
れ
た
長
子
シ
レ
ム
ン
が

一
二
四
五
年
に
は
ま
だ
「
思
春
期
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
」

(】叶¥、『
ω
H臼∞

以
上
よ
り
、

オ
ゴ
デ
イ
の
治
世
の
初
期
に
、

シ
レ
ム
ン
が
生
ま
れ
た
の
は
一
二
三

0
年
代
前
半
で
あ
り
、
婚
姻
の
時
期
は
そ
の
少
し
前
で
あ
ろ
う
。

オ
ゴ
デ
イ
が
ク
チ
ュ
を
後
縫
者
に
濯
び
、
そ
の
頃
、

ク
チ
ュ
は
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
カ
タ
カ

Z
N
r
)
と
い
う
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、

シ
を
要
っ
た
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

ク
チ
ュ
の
母
親
の
ド
レ
ゲ
ネ
・
カ
ト
ン
は
ナ
イ
マ
ン
族
出
身
で
あ
り
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
出
身
で

ぅ
。
し
か
し
、

一
二
三
六
年
、 ク

チ
ュ
に
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
か
ら
カ
ト
ン
を
要
ら
せ
、
後
縫
者
と
し
て
の
篠
件
を
よ
く
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ

そ
の
た
め
、

ク
チ
ュ
一
は
南
宋
遠
征
中
に
死
去
し
て
し
ま
い

前
掲
の
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

オ
ゴ

J

ア
イ

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

は
、
ク
チ
ュ
の
長
子
シ
レ
ム
ン
を
後
縫
者
に
選
ん
だ
(
ド
l
ソン

呂町∞一

2
u
-
H
N
ω
・
N
E
)

。

さ
て
、

オ
ゴ
デ
イ
家
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
通
婚
は
、
右
の
ク
チ
ュ
と
カ
タ
カ
シ
の
婚
姻
以
外
に
も
う
ひ
と
組
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
ノ

カ

2
0官
と
ソ
ル
カ
カ
ン

ω。
門
官
官
ロ
の
婚
姻
で
あ
る
。

『
元
史
』
巻
一

O
九
、
諸
公
主
表
の
「
魯
圏
公
主
位
」
の
欄
に
、

唆
見
恰
竿
(
ソ
ル
カ
カ
ン
〉
公
主
。
太
宗
の
女
な
り
。
按
陳
〈
ア
ル
チ
〉
の
孫
の
納
合
?
と
に
適
す
。



と
あ
り
、
太
宗
オ
ゴ
デ
イ
の
娘
の
ソ
ル
カ
カ
ン
が
、

婚
姻
の
時
期
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
と
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
孫
の
ノ
カ
に
嫁
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

一
二
三
六
年
七
月
に
行
わ
れ
た
戸
口
の
分
興
に
つ
い
て
、

『
元
史
』
巷
ニ
太
宗
本
紀
に
、

(
太
宗
八
年
秋
七
月
〉
詔
し
て
員
定
の
民
戸
を
以
て
太
后
(
ソ
ル
カ
グ
タ

ユ
)
の
湯
泳
に
奉
り
、
中
原
の
諸
州
の
民
戸
は
諸
王
・
貴
戚
・
斡
魯

乃
木
に
分
賜
す
。
抜
都
会
ト
〉
は
卒
陽
府
、
茶
合
帯
(
チ
ャ
ガ
タ
イ
〉
は
太
原
府
、
古
典
(
グ
ユ
ク
)
は
大
名
府
、

は
刑
州
、
果
魯
干
(
コ
ル
ゲ
ン
)
は
河
開
府
、
李
魯
古
橋
(
ベ
ル
グ
テ
イ
)
は
贋
寧
府
、

字
魯
油
市
(
ボ
ロ
ル
ダ
イ
)

野
苦
(
イ
ェ
グ
)
は
盆
都
・
済
南
二
府
の
戸
内
よ
り

援
賜
し
、
按
赤
帯
〈
ア
ル
チ
ダ
イ
)
は
演
・
様
州
、
斡
陳
那
顔
(
オ
ッ
チ
ギ
ン
・
ノ
ヤ
ン
)
は
卒
・
機
州
、

(
チ
グ
ゥ
)
・
公
主
阿
刺
海
(
ア
ラ
カ
イ
)
・
公
主
果
員
・
園
王
査
刺
温
・
茶
合
帯
・
鍛
員
・
蒙
古
寒
札
・
按
赤
那
顔
(
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
〉
・

堺
那
顔
・
火
斜
・
ポ
思
は
、
並
び
に
東
卒
府
の
戸
内
よ
り
援
賜
す
る
に
差
有
り
。

皇
子
闇
端
(
コ
デ
ン
〉
・
鮒
馬
赤
苦

と
あ
り
、
こ
の
記
事
が
『
元
史
』
巷
九
五
食
貨
三
の
歳
賜
の
僚
と
劃
腰
す
る
こ
と
を
松
田
孝
一
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
松
田

ω
由
〉
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
鮒
馬
赤
苦
(
チ
グ
ゥ
ど
に
は
軒
園
公
主
位
の
戸
口
、
「
公
主
阿
刺
海
(
ア
ラ
カ
イ
)
」
に
は
越
国
公
主
位
の
戸
口
、
「
公

(
8〉

い
ず
れ
も
尉
馬
か
公
主
に
戸
口
が
興
え
ら
れ
て
い
る
が
、
魯
園
公
主
位
の
戸
口
の

H
U
J
『
∞
・
℃
・

- 77ー

主
果
員
」
に
は
昌
園
公
主
位
の
戸
口
が
分
輿
さ
れ
て
お
り
、

み
、
公
主
や
尉
馬
で
な
く
「
按
赤
那
顔
〈
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
ど
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

ン
家
か
ら
チ
グ
ゥ
家
が
切
り
離
さ
れ
た
後
、
こ
の
時
貼
で
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
に
公
主
や
鮒
馬
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
っ

て
、
ソ
ル
カ
カ
ン
と
ノ
カ
が
結
婚
し
、
ソ
ル
カ
カ
ン
が
公
主
と
な
る
の
は
、

に
輿
え
ら
れ
て
い
る
。

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ

一
二
三
六
年
以
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
元
史
』
巻
一
一

入
、
特
際
調
停
に
よ
れ
ば
、

一
二
三
七
年
に
オ
ゴ
デ
イ
が
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
に
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
と
の
逼
婚
を
奨
勘
す
る
内
容
の
聖
旨
を

輿
え
て
い
る
の
で
、

ソ
ル
カ
カ
ン
と
ノ
カ
の
婚
姻
は
そ
の
後
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

き
て
次
に
、
こ
の
ノ
カ
と
ソ
ル
カ
カ
ン
の
婚
姻
が
、
遁
婚
の
パ
タ
ー
ン
の
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
圃
4

の
よ
う
に
、
ノ
カ
と
ソ
ル
カ
カ
ン
の
婚
姻
は
、
前
述
の
グ
チ
ュ
と
カ
タ
カ
シ
の
婚
姻
と
組
み
合
わ
せ
て
み
る
と
、
ク
チ
ュ
の
姉
妹
の
ソ
ル
カ
カ

ノ
カ
の
姉
妹
あ
る
い
は
従
姉
妹
の
カ
タ
カ
シ
が
ク
チ
ュ
に
嫁
い
だ
こ
と
に
な
る
。
残
念
な
が
ら
、
カ
タ
カ
シ
と
ノ
カ
の
父

407 

ン
が
ノ
カ
に
嫁
ぎ
、



逼
婚
関
係
を
強
め
た
家
系
に
は
、
オ
ゴ
デ
イ
家
以
外
に
ト
ル
イ
家
が
あ
っ
た
。
ト
ル
イ
家
の
中
で
も
、
ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
家
と
関
係
が
深
い
の

は
、
兄
弟
の
中
で
も
年
上
の
モ
ン
ケ
、
ジ
ョ
リ
ケ
、
ク
ビ
ラ
イ
で
あ
る
。
フ
レ
グ
は
、
基
本
的
に
は
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
姻
戚
関
係
が
強
い

ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
の
親
戚
筋
の
ダ
ア
リ
タ
イ
家
と
の
姻
戚
関
係
へ
傾
い
た
時
期
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後

モ
ン
ケ
、
ジ
ョ
リ
ヶ
、
ク
ビ
ラ
イ
の
順
で
、
ト
ル
イ
家
が
ど
の
よ
う
に
ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
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Alci Noyan 
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Noqa 

の
で
あ
る
が
、

一
時
的
に
、

で
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、

姻
戚
関
係
を
強
め
て
い
司
た
か
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

係

n
y
-

-
u
u肝

m

掴

-m

逼

vS
の家ンヤ，，〆チレア，と家J

1
 

d

アコオ

親
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
姉
妹
交
換
婚
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た

だ
す
く
な
く
と
も
、
こ
の
世
代
で
商
家
の
聞
で
相
互
の
逼
婚
が
行
わ
れ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
二
組
の
婚
姻
に
よ
り
、
オ
ゴ
デ
イ
家
と
ア
ル
チ
・

ノ
ヤ
ン
家
の
聞
に
相
互
の
通
婚
関
係
が
生
じ
た
こ
と
に
な
り
、
決
世
代
に
蓮
績
す

る
こ
と
が
可
能
な
形
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

ジ
ョ
チ
家
に
流
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
た
ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
逼
婚
関
係
は
、
オ
ゴ
デ
イ
家
に
引
き
込
ま

れ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
一
帝
位
繕
承
を
オ
ゴ
デ
イ
家
に
有
利
に
導
こ
う
と
す

る
オ
ゴ
デ
イ
の
政
治
的
な
意
固
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
ゴ
デ
イ
家
が
一
帝
位
継
承
争
い
に
敗
れ
た
結
果
、

ル
チ

・
ノ
ヤ

γ
家
の
遁
婚
は
、

し
か
し
、

オ
ゴ
デ
イ
家
と
ア

- 78一

結
局
は
こ
の
一
世
代
だ
け
に
終
わ
っ
た
の
で
あ

》
令
。

圃4

(

2

)

 

ト
ル
イ
家
と
ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
家

前
述
の
よ
う
に
、

チ
ン
ギ
ス

・
カ
ン
の
孫
の
世
代
で
ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
家
と
の



1 

モ

、ノ

ケ

オ
ゴ
デ
イ
の
オ
ル
ド
で
昂
茨
皇
后
に
育
て
ら
れ
た
モ
ン
ケ
は
、

オ
ゴ
デ
イ
の
世
話
で
、
最
初
に
コ
ロ
ラ
ス
族
出
身
の
火
里
差
ハ
『
元
史
』
巻
三
、

一
O六、

『
集
史
』
モ
ン
ケ
・
カ
ン
紀
で
は
穴
問
的
印
)
を
要
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
カ
ト
ン
は
、

モ
ン
ケ
に
気
に
入
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い

は
オ
ゴ
デ
イ
家
と
ト
ル
イ
家
の
争
い
が
影
響
し
た
た
め
か
、

ル
ブ
ル
ク
が
モ
ン
ケ
の
オ
ル
ド
を
訪
れ
た
一
二
五
三
年
に
は
、
第
四
カ
ト
ン
に
落

と
さ
れ
て
い
た
〈
字
野

包
∞
∞
一
宅
-
十
1
3。

こ
の
火
里
差
と
の
婚
姻
以
後
は
、

モ
ン
ケ
は
、

カ
ト
ン
の
序
列
通
り
、
第
一
カ
ト
ン
の
イ
キ
レ
ス
族
出
身
の
ク
ト
ク
タ
ィ
、
第
二
カ
ト
ン
の

ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
出
身
の
ク
タ
イ
、
第
三
カ
ト
ン
の
オ
イ
ラ
ト
族
出
身
の
オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
の
順
で
カ
ト
ン
を
要
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
第
三
カ
ト
ン
の
オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
は
、
も
と
も
と
は
ト
ル
イ
の
婚
約
者
で
あ
っ
た
が
、

『
元
史
』
巻
三
憲
宗
本
紀
に
、

容
宗
(
ト
ル
イ
)
の
嘉
る
に
及
ん
で
、
乃
ち
命
じ
て
藩
邸
に
掃
ら
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、

ト
ル
イ
の
死
後
、

グ
ル

・ト

ト
ミ
シ
が
ト
ル
イ
の
オ
ル
ド
に
い
て
、
そ
の
後
、

モ
ン
ケ
は
、

ト
ル
イ
の
オ
ル
ド
に
掃
っ
て
お
り
、

お
そ
ら
く
そ
の
と
き
、

ト
ル
イ
の
婚
約
者
で
あ
っ
た
オ

-79ー

モ
ン
ケ
が
彼
女
を
襲
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ト
ル
イ
の
死
去
し
た
一

二
三
二
年
に
、

モ
ン
ケ
は
二
五
歳
で
あ
る
の
で
、
こ
の
オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
以
前
に
す
で
に
数
人
の
カ
ト
ン
を
要
っ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し

く
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、

モ
ン
ケ
と
オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
か
ら
生
ま
れ
た
一
人
娘
の
シ
リ
ン

(
W
Eロ〈
ω
Zユ
ロ
)
(
』
吋
¥
吋
ω
H
E∞一回∞印
T
ル
ブ
ル
ク
の
『
放
行
記
』

で
は
の
E
E
-
(U70
ユ5
0・
。
主
門
5
0
)
の
年
齢
を
推
定
し
て
み
る
と
、

一
二
五
三
年
に
ギ
ヨ

l
ム
・
ド
・
ル
ブ
ル
ク
が
モ
ン
ケ
の
オ
ル
ド
を
訪
れ

た
と
き
、
ル
ブ
ル
ク
に
は
彼
女
が
「
大
人
に
な
っ
た
公
E
E
)」
娘
に
見
え
た
こ
と
(
周
忌
En¥巧
吉
岡
8
2
・可
-N
S〉
、
ま
た
、
死
去
し
た
母
親
の

オ
ル
ド
が
彼
女
に
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
嘗
時
十
代
後
半
か
ら
二
十
歳
前
後
で
あ
っ
た
と
み
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

ト
ル
イ
が
死
去
し
た
一
二
三
二
年
か
ら
三
|
四
年
以
内
に
、
モ
ン
ケ
が
オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ

シ
を
襲
っ
て
シ
リ
ン
が
生
ま
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
ほ

ル
ブ
ル
グ
が
訪
れ
た
と
き
に
、
す
で
に

409 

ぼ
矛
盾
な
く
説
明
で
き
る
。
ま
た
、
第
一
カ
ト
ン
の
ク
ト
ク
タ
イ
か
ら
生
ま
れ
た
長
子
の
バ
ル
ト
が
、
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濁
立
し
て
自
分
の
天
幕
に
住
み
、

二
人
の
カ
ト
ン
が
い
て

モ
ン
ケ
が
要
っ
た
四
人
の
カ
ト
ン
の
う
ち
、
最
初
の
三
人
は
い
ず
れ
も
ウ

ン
ギ
ラ
ト
諸
族
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ

シ
リ
ン
よ
り
年
上
ら
し
い
と
い
う
こ
と
も
以
上
の
解
稗
と
合
致
す
る。

以
上
よ
り

こ
の
よ
う
に
、 ク

タ
イ

の
死
後
第
二
カ
ト
ン
と
な
っ
た
妹
の
イ
エ

ス
ル

は
、
デ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
の
孫
の
忙
寄
陳
の

ア
ル

チ
・

ノ
ヤ
ン
の

の
な
か
で
も
、
第
二
カ
ト
ン
の
ク
タ
イ
と
、

(

9

)

 

娘
で
あ
る
(
『
元
史
』
巻
一

一
四)。

モ
ン
ケ
は
、
最
初
も
つ
ば
ら
ウ
ン
ギ
ラ
ト
諸
族
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、

む
し
ろ
オ
イ
ラ
ト
族
の
ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
と
の

一
族
か
ら
も
カ
ト
ン
を
要
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
即
位
し
た
頃
に
は
、

姻
戚
関
係
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Yesugei 

Cinggis Qan 

Tolui 

Dei Secen 

Alci Noyan 

Cigu 

Jるrike

2 

ジ

ヨ

リ

ケ

トノレイ家と アノレチ・ノヤン家の通婚関係

『
集
史
』
ト

は
、
あ
ま
り
有
名
で
な
い
人
物
で
あ
る
が
、

ジ
ョ
リ

ケ
一
「O
同一一
内巾

- 80-

ル
イ

・
カ
ン
紀
に
よ
る
と
、

ト
ル
イ
の
第
二
子
で
あ
り
、
若
く
し
て
死
去
し
た
と

母
親
は
不
明
で
あ
る
が
、

い
う
(
コ
¥
吋
ω

H

印
H
∞
口
問
。
一
日
斗
白
血
〉
。

(
叩
〉

ベ
キ
で
は
な
い
ら
し
い
。
こ
の
ジ
ョ
リ
ケ
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

ソ
ル
カ
ク
タ

ジ
ヨ

リ
ケ
が
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
娘
を
襲
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

集

史
』
部
族
編
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
に
、

ト
ル
イ
・
カ
ン
の
息
子

ジ
ョ
リ
ケ

Q
C同
二
内
四
八
百
円
子
る
に
は
、

プ
ル
ガ
イ

(
回
口
々
巳
〈
切
口
一

m
E
5
と
い
う
名
の
カ
ト
ン
が
お
り
、

彼
女
は
ア

ル
チ

・
ノ

ヤ
ン
〉

-
u
z
u
Bロ
の
孫
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
家

園5

系

(ωroar
る
に
は
属
さ
な
か
っ
た
。

(同吋¥〉同
日宅・

ω
3
1
8
3

と
あ
り
、
ジ
ョ
リ
ケ
が
ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
の
孫
の
ブ
ル
ガ
イ
を
要
っ
た
こ
と
が
わ



か
る
。
こ
の
記
事
の
中
で
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
孫
で
あ
っ
た
が
、
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
家
系
で
は
な
い

と
し
て
い
る
貼
は
、
解
り
に
く
い
部
分
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
彼
女
が
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
か
ら
別
れ
て
室
内
海
地
方
に

移
住
し
た
前
述
の
チ
グ
ゥ
の
娘
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
っ
た
場
合
、
こ
の
婚
姻
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
か
を
考

え
て
み
る
と
、
通
婚
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
圏
5
の
よ
う
に
き
れ
い
に
連
績
し
て
お
り
、
こ
の
婚
姻
は
、
ジ
ョ
チ
家
と
相
互
の
遁
婚
関
係
を
展
開

ジ
ョ
リ
ケ
の
要
っ
た
プ
ル
ガ
イ
は
、

し
か
け
た
チ
グ
ヮ
家
を
、

ジ
ョ
チ
家
か
ら
切
り
離
し
、

ト
ル
イ
家
と
の
逼
婚
関
係
へ
結
び
つ
け
る
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3 

グ

ピ

フ

イ

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
孫
の
世
代
で
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
最
も
密
接
な
姻
戚
関
係
を
結
び
、
元
朝
時
代
へ
連
績
す
る
逼
婚
閥
係
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
の
は
、

ク
ピ
ラ
イ
家
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

ト
ル
イ
の
第
四
子
ク
ピ
ラ
イ
は
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
娘
チ
ャ
プ
イ
を
要
っ
た
。
ま

一
番
目
の
息
子
ド
ル
ジ

3
0会
〈
ロ
ロ

H
S。

ジ
〉
は
年
齢
が
ア
パ
ガ
・
カ
ン
よ
り
上
で
あ
っ
た
。

彼
は
チ
て
フ
イ
・
カ
ト
ン
か
ら
生
ま
れ
、

ア
ナ
ン
ダ
と
い
う
名
の
息
子
。
か
い
た
。
彼
(
ド
ル

- 81ー

ず
、
そ
の
婚
姻
の
時
期
を
検
討
し
て
み
る
と
、

『
集
史
』
ク
ピ
ラ
イ
・
カ
ン
紀
に
、

(
旬
、
吋

¥
H，ω
H

臼
∞
日
同
。
-
-
H
U
A
山『〉

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

ク
ピ
ラ
イ
と
チ
ャ
プ
イ
か
ら
生
ま
れ
た
長
子
ド
ル
ジ
が
、
弟
フ
レ
グ
の
長
子
ア
バ
ガ
よ
り
年
上
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ド
ル
ジ
が
生
ま
れ
た
の
は
一
二
三
四
年
初
頭
以
前
で
あ
り
、

二
人
の

ア
バ
ガ
は
一
二
三
四
年
二
月
生
ま
れ
な
の
で

Q
国会
8
ロ

HSN日
間

Y
E〉、

婚
姻
の
時
期
は
、

一
二
三
三
年
以
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一方、

グ
ビ
ラ
イ
が
最
初
に
要
っ
た
カ
ト
ン
に
つ
い
て
、

『
集
史
』
部
族
編
メ
ル
キ
ト
族
に
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
時
代
に
ウ
ド
ュ
ト
・
メ
ル
キ
ト
の
王
で
あ
り
長
で
あ
っ
た
の
は
ト
ク
タ
・
ベ
キ
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
ク
ド
と
い
う
名

前
の
兄
弟
が
お
り
、
彼
の
娘
は
ト
ル
カ
イ
チ
ン
と
い
う
名
前
で
あ
っ
た
。
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
は
、
ク
ピ
ラ
イ
・
カ
ア
ン
の
た
め
に
、
彼
が

411 

一
一
一
一
歳
の
時
に
求
め
た
。
彼
女
を
す
べ
て
の
カ
ト
ン
よ
り
先
に
要
っ
た
が
、
子
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
彼
女
の
地
位
は
他
の
カ
ト
ン
よ
り
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と
あ
る
こ
と
か
ら
、

ク
ビ
ラ
イ
が
一
二
二
七
年
に
最
初
の
カ
ト
ン
を
メ
ル
キ
ト
族
か

ら
要
っ
た
こ
と
を
、
部
循
正
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
(
部

H

双山印日司ロ・
ω
l
AF，)
。

h

-

e

R

}
 

チ
'
ナ
J

し
、
部
循
正
氏
が
こ
の
ト
ル
カ
イ
チ
ン
を
大
斡
耳
采
(
第
一
オ
ル
ド
〉
の
大
皇
后
(第

一
カ
ト
ン
)

で
あ
っ
た
と
す
る
黙
は
賛
成
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、

右
の
史
料
に

「
彼
女
の
地
位
は
他
の
カ
ト
ン
よ
り
低
か
ア
た
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
ク
ビ
ラ
イ
が
、

一
二
二
七
年
の
一
一
一
一
歳
の
時
に
最
初
の
カ
ト
ン
を
要

そ
の
時
か
ら
一
二
三
四
年
の
二

O
歳
の
時
ま
で
の
聞
に
、
大
斡
耳

(
日
)

柔
の
テ
グ
ル
ン
吋
巾
関
口
一
ロ
ロ
(
帖
古
倫
大
皇
后
)
と
第
二
斡
耳
柔
の
チ
て
フ
イ
を
妻

り、

一長
子
ド
ル
ジ
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

っ
た
と
す
る
と
、

- 82ー

さ
て
、

ク
ビ
ラ
イ
と
チ
て
フ
イ
の
婚
姻
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
黙
は
、
こ
れ
が
も

う
ひ
と
組
の
婚
姻
と
セ
ッ
ト
に
な
り
姉
妹
交
換
婚
に
な
っ
て
い
る
こ
主
で
あ
る
。
す

『
元
史
』
巻
一
一
八
特
醇
調
停
に
、

な
わ
ち
、子

の
斡
陳
(
オ
チ
ン
)
、
歳
戊
戊
(
一
二
三
八
〉
、

高
戸
を
授
か
り
、

容
宗
(
ト

ル

国6

イ
)
の
女
の
也
速
不
花
(
イ
エ
ス
・
ブ
カ
〉
公
主
に
備
す
。

ト
ル
イ
の
娘
イ
エ
ス
・
ブ
カ
を
襲

と
あ
り
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
息
子
オ
チ
ン
は
、

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、

イ
エ
ス
・
ブ
カ
は
ク
ビ
ラ
イ
の
姉
妹
で
あ
り、

チ

て
フ
イ
は
オ
チ
ン
の
姉
妹
で
あ
る
の
で
、
園
6
の
よ
う
に
、
こ
の
二
組
の
婚
姻
は
、

(ロ)

ク
ビ
ラ
イ
と
オ
チ
ン
の
聞
の
姉
妹
交
換
婚
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
姉
妹
交



換
婚
に
よ
り
、

新
た
に
相
互
の
遁
婚
関
係
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

は
、
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
パ
タ
ー
ン
に
も
と
づ
い
て
連
績
し
、
元
朝
の
文
宗
ト
ク
・
テ
ム
ル
の
世
代
に
い
た
る
ま
で
相
互
の
逼
婚
と
し

(

日

)

て
積
く
こ
と
に
な
る
。

，

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
ク
ピ
ラ
イ
家

の
聞
で
、

以
後
こ
の
南
家
の
遁
婚
関
係

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

ト
ル
イ
家
は
オ
ゴ
デ
イ
の
治
世
の
前
宇
に
ア
ル
チ

・
/
ヤ
ン
家
と
の
聞
に
密
接
な
姻
戚
関
係
を
つ
く
り
、
そ
の

中
で
も
ク
ビ
ラ
イ
家
は
相
互
の
遁
婚
関
係
を
結
ん
で
次
世
代
へ
と
遁
婚
関
係
を
蓮
績
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
オ
ゴ
デ
イ
家
が
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ

ン
家
と

の
逼
婚
関
係
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
し
た
方
法
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ト
ル
イ
家
が
オ
ゴ
デ
イ
家
と
同
じ
行
動
を
取

っ
た
背
景
に
、

オ
ゴ
デ
イ
家
と
ト
ル
イ
家
の
連
携
プ
レ
ー
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
と
の
姻
戚
関
係
の
抜
大

前
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

オ
ゴ
デ
イ
・
カ
ン
の
時
代
に
、

- 83ー

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
姻
戚
関
係
の
縫
い
手
に
な
る
家
系
に
大
き
な
獲

化
が
み
ら
れ
、
オ
ゴ
デ
イ
家
と
ト
ル
イ
家
が
巻
き
返
し
を
圃
る
か
の
よ
う
に
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
姻
戚
関
係
を
強
め
た
。
ま
た
、
ト
ル
イ

家
で
も
、
下
の
息
子
の
フ
レ
グ
と
ア
リ
ク

・
ブ
ケ
は
、
嘗
初
ア

ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
姻
戚
関
係
を
持
た
な
か
ア
た
。
そ
の
姻
戚
関
係
の
饗
化

や
隙
聞
を
埋
め
る
か
の
よ
ラ
に
、
姻
戚
関
係
を
一
気
に
援
大
し
て
い
司
た
の
が
、
オ
イ
ラ
ト
族
の
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
で
あ
る
。
こ
の
ク
ド
カ
・

ベ
キ
家
の
姻
戚
関
係
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
撞
大
し
て
い
ア
た
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
ま
で
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
姻
戚
闘
係
を
持
っ
て
い
た

ジ
ョ
チ
家
と
チ
ヤ
ガ
タ
イ
家
が
、
ど
の
よ
う
に
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
へ
姻
戚
関
係
の
紳
を
移
し
て
い

ア
た
の
か
、
と
い
う
観
貼
か
ら
ク
ド
カ
・

ベ

キ
家
の
姻
戚
関
係
の
蹟
大
の
プ
ロ
セ
ス
を
次
に
述
べ
て
み
た
い
。

(
1〉

ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
と
の
逼
婚
関
係
の
始
ま
り

413 

ま
ず
、
グ
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
遁
婚
関
係
の
始
ま
り
に
つ
い
て
簡
皐
に
述
べ
て
お
く
と
、

オ
イ
ラ
ト
族
の
部
族
長
で
あ
っ
た
ク
ド
カ
・
ベ
キ
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吋
ん
い
同
，
m
w
}
問一

吋
o-E

心
己
門
同
己
向
山
胆

tr
。r-

∞E』
白

l
Z
ヨE
吋

玄
白
コ
悶
rm
穴
E
F

。
一
日
巾
一
〉
立
』

lr目
ro

開
ア
町
一
』
ヨ
一
山

- 84-

E
r包

園
・司

北
市
，
¥
札
f
.
u
p
・

u
q

て
猟
~
H
W
て
法
・
入
札
す
対
局
〉
出
幽
添
田
園
前
前

t主

一二

O
八
年
に
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
に
服
属
し
、
そ
の
と
き
チ
ン
ギ
ス

・
カ
ン
軍
を
先
導
し
た
功
績
に
よ
り
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
娘
チ
チ

エ
ゲ
ン
を
ク
ド
カ
・
ベ
キ
の
息
子
ト
レ
ル
チ
が
要
る
こ
と
に
な
っ
た
(
岡
田

巴
三
一
宅
-
H
1
3
0

ト
レ
ル
チ
と
チ
チ
ェ
ゲ
ン
の
婚
姻
に
閲
し
て
重
要
な
黙
は
、
こ
の
婚
姻
が
ト
ル
イ
と
オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
と
の
婚
姻
と
組
に
な
っ
て
、
圃
7

の
よ
う
に
、
姉
妹
交
換
婚
に
な
る
は
ず
で
あ
司
た
こ
と
で
あ
る
。

『
集
史
』
モ
ン
ケ
・
カ
ン
紀
に
、

彼
(
モ
ン
ケ
・
カ
ン
)
に
は
も
う
一
人
の
大
カ
ト
ン
が
い
る
。
(
彼
女
の
)
名
を
オ
グ
ル

・ト
ト
ミ
シ

(
O
苫

FEE-山
〈

C
AD
-
-
5
5
2ど
と

い

い
、
彼
女
は
オ
イ
ラ
ト

白
河
営
の
骨

の

出

身

で

、

彼

ら

は

オ

ル

ジ

ェ

イ

・

カ

ト

ン

ハ

。

3
2

0
箆
ロ
ロ
八
C

口々
附
pmgロ
〉
の
一
族
で
あ
る
。

ク
ド
カ
・
ベ
キ
の
子
孫
骨
口
mr
で
あ
り
、

こ
の
カ
ト
ン
は
非
常
に
専
横
的
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
最
初
、

ト
ル
イ
・
カ
ン
の
婚
約
者
で



あ
っ
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
、
自
分
の
夫
の
兄
弟
で
あ
る
ク
ピ
ラ
イ
・
カ
ン
、

フ
レ
グ
・
カ

γ
を
「
息
子
」
と
呼
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
彼

女
を
恐
れ
た
。

(同、『¥吋
ω
同
日
同
∞
日
間
O
戸
同
∞
印

σu
』、吋¥切岡、
H
∞
∞
∞
∞
一
同
O
戸

ω
N
V
〉

と
あ
り
、

オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
は
ト
ル
イ
の
婚
約
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
婚
姻
は
寅
現
せ
ず
、
結
局
、

ト
ル
イ
の
長
子
モ
ン
ケ
が
オ
グ
ル
・
ト

ト
ミ
シ
を
要
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
初
の
世
代
の
婚
姻
は
姉
妹
交
換
婚
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、

ト
レ
ル
チ
と
チ
チ
ェ
ゲ
ン
の
婚
姻
は
次
の
世
代
へ
と
蓮
績
し
て

い
っ
た
。

(

2

)

 

ト
レ
ル
チ
の
娘
た
ち

ト
レ
ル
チ
の
衣
世
代
で
は
、

ト
レ
ル
チ
と
チ
チ
ェ
ゲ
シ
か
ら
生
ま
れ
た
娘
た
ち
、
す
な
わ
ち
、

オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
の
姪
た
ち
が
、
衣
々
と

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
に
嫁
ぎ
、
一
気
に
姻
戚
関
係
を
損
大
し
た
。
そ
の
嫁
い
だ
相
手
は
、

グ
、
ト
ル
イ
家
の
フ
レ
グ
、
ア
リ
ク
・
ブ
ケ
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

ジ
ョ
チ
家
の
パ
ト
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
カ
ラ
・
フ
レ

- 85ー

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
姻
戚
関
係
が
薄
い
と
こ
ろ
に
う
ま
く
、途

り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
婚
姻
に
つ
い
て
史
料
を
あ
げ
て
お
き
た
い
(
圃
T
参
照
)
。

フ
レ
グ
に
つ
い
て
は
、

『
集
史
』
フ
レ
グ
・
カ
ン
紀
に
、

も
う
一
人
の
カ
ト
ン
の
ク
イ
ク
・
カ
ト
ン
(
岡
田
町
r
o巳
ロ
ロ
〈
関
口
同
r
同

Z
S回一)
は
、

オ
イ
ラ
ト
族
の
王
の
骨
(
血
筋
〉
の
出
身
で
あ
り
、
ト

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
娘
の
チ
チ
ェ
ゲ
ン
(
ロ

rmg八
切
な

E
る

か
ら
生
ま
れ
た
。
オ
ル
ジ
ェ
イ
・
カ
ト
ン

(O-
玄

o
a
g八
d
c
s
同

E
Sる
も
彼
の
娘
で
あ
る
が
、
他
の
母
親
か
ら
で
あ
る
。

レ
ル
チ
・
グ
レ
ゲ
ン
(
、
H
，o
E
2
の
{WHag八
吋
ロ
足
首
関
口
同
冨
ロ
〉
の
娘
で
、

と
あ
り
、

〈

M
〉

ト
レ
ル
チ
の
娘
ク
イ
グ
州
内
E
r
が
フ
レ
グ
に
嫁
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
右
の
記
事
の
少
し
後
に
、

も
う
一
人
の
カ
ト
ン
の
オ
ル
ジ
ェ
イ
・
カ
ト
ン
は
、

(
旬
、
吋
¥
〉

ωu
匂・

3

415 

オ
イ
ラ
ト
族
の
王
族
の
骨
(
血
筋
〉
の
出
身
で
あ
る
ト
レ
ル
チ
・
グ
レ
ゲ
ン
の
娘
で
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あ
り
、
彼
女
を
モ
ン
ゴ
ル
地
方
で
要
っ
た
。

(
]
、
吋
¥
〉

ω・
同

》

∞

)

と
あ
る
の
で
、

フ
レ
グ
は
ク
イ
ク
の
姉
妹
の
オ
ル
ジ
ェ
イ
も
喪
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
前
掲
の
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
女
は
チ
チ
ェ
ゲ
ン

の
娘
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

『
集
史
』
部
族
編
に
、

〈

日

〉

ま
た
彼
女
(
チ
チ
ェ
ゲ
ン
)
か
ら
二
人
の
娘
が
生
ま
れ
た
。

一
人
を
エ
ル

・
チ
ク
ミ
シ

・
カ
ト
ン

(巴
a
m
F
A

ヨぷ
O
包

5
八回一」
5
5
2
7
5
H
印巴ロ
)

と
い
い
、

ア
リ
ク
・
プ
ケ
に
興
与
え
た
。

彼
女
は
彼
の
大
カ
ト
ン
で
あ
り
、

彼
は
彼
女
を
大
慶
愛
し
た
。

彼
女
は
非
常
に
身
長
が
高
か
っ

た
。
彼
女
か
ら
息
子
は
い
な
か
っ
た
。
も
う
一
人
を
オ
ル
ガ
ナ

・
カ
ト
ン
(
。
可
否
E

O
と
ロ
ロ
八
F
A
D
E
E
d仙
B
ろ
と
い
い
、
彼
女
を
チ
ャ

ガ
タ
イ

の
孫
で
あ
り
そ
エ
ト
ゥ
ケ
ン

(
ζ
c
f
z
r
g
八
Y
A
E
Z
E
E
)
の
息
子
で
あ
る
カ
ラ

・フ

レ
グ

(
O白
5
・7
c
r
m
E〈
O
ω
S
-
z
z
r
u
)
に
奥

え
た
。

(
]
吋
¥
〉
守
宅
-
M
N
ω
l
M
N
A
)

と
あ
る
の
で
、

ト
レ
ル
チ
の
娘
エ
ル
・
チ
ク
ミ
シ

・
カ
ト
ン
巴
目内
5
5ぷ

O
え
ロ
ロ
が
フ
レ
グ
の
弟
ア
リ
ク
・
ブ
ケ
に
嫁
い
だ
こ
と
が
わ
か
り
、

ま
た
、

ト
レ
ル
チ
の
娘
オ
ル
ガ
ナ
。
ミ
白
ロ
白
は
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
の
孫
で
あ
り
モ
エ
ト
ヲ
ケ
ン
の
息
子
の
カ
ラ
・
フ
レ
グ

ρ
白
E
・}HE
r
m
c
に
嫁

- 86-

い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に

ジ
ョ
チ
の
次
子
パ
ト
に
つ
い
て
は
、

『
ワ
ッ
サ

l
フ
史
』
に
、

オ
ル
ガ
ナ

(
P
B
E〈
Z
R
m
y
gる
に
は
二
人
の
姉
妹
が
お
り
、

一
人
は
オ
ル
ジ
ェ
イ
・
カ
ト
ン

己
-
』
印
可

同
ハ
}
困
問
包
ロ
で

フ
レ
グ
・
カ

ン
が
要
っ
た
。
も
う
一
人
は
、

ベ
キ
(
ロ
巾
在
八
回
目

rc
と
い
い

サ
イ
ン

・
カ
ン

・
バ
ト
叫

mqロ
穴
「
凶
己
切
山
門
口
の
カ
ト
ン
で
あ
っ
た
。

(
吋
〈
¥
J門

ωω
。
品
(
)
一
『
O

一・2
u〉

と
あ
り
、
ベ
キ
と
い
う
名
の
オ
ル
ジ
ェ
イ
・
カ
ト
ン
の
姉
妹
、
す
な
わ
ち
ト
レ
ル
チ
の
娘
、
が
、
パ
ト
に
嫁
い
だ
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、

~司

集

史
』
に
は
記
さ
れ
で
い
な
い
が
、

ト
レ
ル
チ
の
娘
に
閲
し
て
は
混
飽
が
あ
る
と
ラ

シ
I
ド
自
身
が
記
し
て
い
る
の
で
、

『
集
史
』
か
ら
は
漏
れ

た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
た
だ
、
ベ
キ
が
チ
チ

ェ
ゲ
ン
の
娘
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

さ
て
、

こ
れ
ら
の
縁
組
の
う
ち
、

婚
姻
の
時
期
を
続
り
込
め
る
の
は

フ
レ
グ
と
ク
イ
ク
の
婚
姻
で
あ
る
。

二
人
か
ら
生
ま
れ
た
最
初
の



息
子
ジ
ュ
ム
ク
ル
は
、

ア
バ
ガ
誕
生
の
一
箇
月
後
に
生
ま
れ
て
お
り

Q
H，¥〉円切・

3
、

ア
パ
ガ
は
一
-
一
一
一
一
四
年
二
月
生
ま
れ
で
あ
る
の
で

(
】
白

nr目。ロ
H

由∞
N
H

司・由]戸一)、

ジ
ュ
ム
ク
ル
は
一
二
三
四
年
三
月
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

結
婚
後
す
ぐ
懐
妊
す
る
と
は
限
ら

ま
た
フ
レ
グ
の
最
初
の
結
婚
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
、
婚

も
ち
ろ
ん
、

な
い
が
、
こ
の
と
き
フ
レ
グ
が
一
八
歳
で
あ
り
か
な
り
若
い
こ
と
、

姻
の
時
期
は
そ
の
一

r二
年
前
、
す
な
わ
ち
オ
ゴ
デ
イ
の
治
世
初
期
、

ト
ル
イ
死
去
の
前
後
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
従
っ
て
、
世
代
は
オ

グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
の
一
世
代
下
で
は
あ
る
が
、
婚
姻
の
時
期
は
、

白モ
γ
ケ
と
オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
の
婚
姻
よ
り
少
し
前
か
、
-
あ
る
い
は
同
じ
時

期
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

チ
ャ
ガ
タ
イ
は
彼
女
を
大
舞
愛
し
、

カ
ラ
・
フ
レ
グ
と
オ
ル
ガ
ナ
の
婚
姻
の
時
期
も
、
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
女
を
オ
ル
ガ
ナ
・
ベ
リ

(
O円
苫
自
宮
ユ
八

C
Z曲
目

白

切

削

H
M
)
|
|
す
な
わ
ち
嫁
|
!
と
呼
ん
で
い

『
集
史
』
部
族
編
オ
イ
ラ
ト
族
に
、

ま
た
、た

Q
H，¥〉

]
F

・

句

-
N
N
6

- 87ー

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
婚
姻
は
カ
ラ
・
フ
レ
グ
の
祖
父
チ
ャ
ガ
タ
イ
の
生
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
は
オ
ゴ
デ
イ
と
同
じ
一
一
一

四
一
年
に
死
去
し
て
い
る
の
で

3
a
F
H由
丘
一
喝
-
E
3、
婚
姻
の
時
期
は
、
オ
ゴ
デ
イ
の
治
世
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
よ
り
、
婚
姻
の
時
期
を
推
定
で
き
る
も
の
は
、

い
ず
れ
も
オ
ゴ
デ
イ
の
治
世
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
に
、

ク
ド
カ
・
ベ
キ
家

と
チ
ン
ギ
ス
・
カ
シ
家
と
の
姻
戚
関
係
は
一
気
に
摸
大
じ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
次
に
、
こ
れ
ら
の
縁
組
の
逼
婚
パ
タ
ー
ン
の
特
徴
を
論
じ
て
お
き
た
い
。
注
目
さ
れ
る
貼
は
、
園
7
の
よ
う
に
、
上
の
世
代
の
婚
姻
に

射
し
て
、
婚
出
す
る
向
き
が
逆
轄
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
の
世
代
で
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
か
ら
チ
チ
ェ
ゲ
ン
が
ク
ド
カ
・
ベ

キ
家
へ
婚
出
し
て
い
る
の
に
封
し
、
決
の
世
代
で
は
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
か
ら
ト
レ
ル
チ
の
娘
た
ち
が
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
へ
婚
出
し
て
い
る

こ
と
が
固
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
ト
レ
ル
チ
中
心
に
み
て
み
る
と
、
彼
が
自
分
の
妻
チ
チ
ェ
ゲ
ン
を
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
か
ら
要
っ
た

417 

こ
と
の
お
返
し
と
し
て
、
衣
の
世
代
で
、
自
分
の
娘
た
ち
を
妻
の
兄
弟
の
息
子
た
ち
に
嫁
が
せ
た
こ
と
に
な
り
、
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の

女
性
の
交
換
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
チ
ェ
ゲ
ン
の
婚
姻
と
ト
レ
ル
チ
の
娘
た
ち
の
各
々
の
婚
姻
と
を
組
み
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
前
掲
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の
圃
3
の
基
本
パ
タ
ー
ン
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

な
お
、

オ
ル
ガ
ナ
が
嫁
い
だ
カ
ラ

・
フ
レ
グ
は
、

ト
レ
ル
チ
に
と
っ
て
妻
の
兄
弟
の
息
子
で
は
な
く
孫
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
の

後
縫
者
候
補
で
あ
っ
た
次
子
の
モ
エ
ト
ゥ
ケ
ン
、
三
子
の
ベ
ル
ゲ
シ
が
チ
ャ
ガ
タ
イ
よ
り
先
に
死
去
し
、

そ
の
あ
と
そ
エ
ト
ゥ
ケ
ン
の
息
子
の

カ
ラ
・
フ
レ
グ
が
チ
ャ
ガ
タ
イ
の
後
縫
者
と
な
り
、

そ
の
カ
ラ
・
フ
レ
グ
に
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
嘗
主
の
カ
ト
ン
に
ふ
さ
わ
し
い
嫁
と
し
て
、

チ

ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
血
を
引
く
オ
ル
ガ
ナ
を
要
ら
せ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

ト
レ
ル
チ
の
娘
た
ち
の
世
代
の
逼
婚
は
、
各
々
は
上
の
世
代
の
婚
姻
と
ギ
プ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
パ
タ
ー
ン

に
そ
っ
て
連
績
し
な
が
ら
、
同
世
代
で
複
数
の
娘
を
嫁
が
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
韓
と
し
て
は
逼
婚
関
係
を
い
く
つ
に
も
枝
分
か
れ
さ
せ
、
贋

く
網
を
か
け
る
よ
う
に
姻
戚
開
係
を
接
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
枝
分
か
れ
し
た
先
は
、
い
ず
れ
も
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
姻
戚

関
係
が
弱
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
う
ま
く
隙
聞
を
埋
め
る
よ
う
に
姻
戚
関
係
を
庚
げ
、

一
気
に
姻
族
と
し
て
の
勢
力
を
抜
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ

- 88ー

る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
オ
ハ
に
、

ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
姻
戚
関
係
が
強
ま
っ
て
い
く
様
子
を
、
各
家
系
ご
と
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

(

3

)

 

チ
ャ
ガ
タ
イ
家
と
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家

前
述
し
た
よ
う
に
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
は
、
デ
イ
・
セ
チ
ェ
ン
の
弟
ダ
ア
リ
タ
イ
の
家
系
か
ら
イ
エ
ス
ル
ン
・
カ
ト
ン
を
要
っ
た
。
チ
ャ
ガ
タ
イ

は
、
そ
の
イ
エ
ス
ル
ン
・
カ
ト
ン
と
の
聞
に
最
初
に
生
ま
れ
た
息
子
の
う
ち
、

モ
エ
ト
ゥ
ケ
ン
を
後
継
者
に
指
名
し
て
い
た
が
、
周
知
の
よ
う

モ
エ
ト
ゥ
ケ
ン
の
す
ぐ
下
の
弟
の
ベ
ル
ゲ
シ
回
mr州
市
訟
を
後
継
者
と
し
た
が
、
こ

(

凶

〉

の
ベ
ル
ゲ
シ
も
一
三
歳
で
チ
ャ
ガ
タ
イ
よ
り
先
に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、

(

口

)

っ
た
の
で
あ
る
。

に
、
バ
!
ミ
ヤ

l
ン
の
戦
い
で
戦
死
し
た
。
そ
こ
で
一
時
、

モ
エ
ト
ゥ
ケ
ン
の
息
子
の
カ
ラ
・
フ
レ
グ
が
後
繕
者
と
な

こ
の
カ
ラ
・
フ
レ
グ
が
、

ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
の
ト
レ
ル
チ
の
娘
の
中
か
ら
要
っ
た
カ
ト
ン
が
、

オ
ル
ガ
ナ
で
あ
る
。

チ
ャ
ガ
タ
イ
は
、
こ
の



孫
の
嫁
を
た
い
へ
ん
集
に
入
っ
た
ら
し
く
、

(
叩
坤
)

チ
ャ
ガ
タ
イ
(
内
兵
器

xgazsu『
)
は
彼
女
を
大
慶
愛
し
、
彼
女
を
オ
ル
ガ
ナ
・
ベ
リ

(O同志

E

Zユ
〈

P
A曲
E
E
H同

Y
ー
ー
す
な
わ

『
集
史
』
部
族
編
オ
イ
ラ
ト
族
に
、

ち
嫁
|
|
と
呼
ん
で
い
た
。

Q
J「
¥
〉
H
日

目

M
-
N
N
A
C

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
見
る
と
、

反
劃
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

チ
ャ
ガ
タ
イ
は
、
後
纏
者
で
あ
る
カ
ラ
・
フ
レ
グ
の
カ
ト
ン
が
オ
イ
ラ
ト
族
出
身
で
あ
る
こ
と
に
は

一
二
五
一
年
に
帝
位
に
つ
い
た
モ
ン
ケ
は
、
オ
ゴ
デ
イ
家
に
封
ず
る
粛
清
を
行
う
と
と
も
に
、
慶
大
な
チ
+
ガ
タ
イ
領
を
パ
ト
と
分
割
し
、

グ
ユ
グ
が
強
引
に
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
嘗
主
の
位
に
つ
け
た
イ
エ
ス
・
モ
シ
ケ
に
か
わ
っ
て
、
カ
ラ
・
フ
レ
グ
を
復
位
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
と
こ

ろ
が
、

カ
ラ
・
フ
レ
グ
が
急
死
し
た
た
め
、
そ
の
寡
婦
の
オ
ル
ガ
ナ
を
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
賞
主
の
位
に
つ
け
、

イ
エ
ス
・
モ
ン
ケ
を
慮
刑
さ
せ

た
ハ
ド
1
ソ
γ

呂田∞
H
-
v
-
N
g
u

杉
山

S
S
H
3・H

品。l
E
C。
こ
う
し
て
、

ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
出
身
の
オ
ル
ガ
ナ
が
嘗
主
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
と
オ
イ
ラ
ト
族
と
の
親
密
な
関
係
は
決
定
的
に
な
っ
た
。

モ
ン
ケ
に
し
て
み
れ
ば
、

モ
ン
ケ
の
宮
廷
で
重
き
を
置
か
れ
て

- 89ー

い
た
オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
の
姪
で
あ
る
オ
ル
ガ
ナ
を
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
嘗
主
に
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
オ
ゴ
デ
イ
家
よ
り
で
あ
っ
た
チ
ャ
ガ

タ
イ
家
を
オ
ゴ
デ
イ
家
か
ら
切
り
離
し
、

ト
ル
イ
家
側
に
引
き
寄
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

オ
ル
ガ
ナ
が
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
嘗
主
の
座
に
つ
い
た
こ
と
に
よ
り
、

ト
族
か
ら
オ
イ
ラ
ト
族
へ
と
完
全
に
襲
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
家
の
主
要
な
姻
戚
関
係
は
、

ウ
シ
ギ
ラ

" 4 
、，ノ

ジ
ョ
チ
家
と
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家

チ
ャ
ガ
タ
イ
家
と
同
じ
く
ジ
己
チ
家
も
も
と
も
と
は
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
と
の
姻
戚
闘
係
が
強
く
、
ジ
ョ
チ
の
カ
ト
ン
の
一
人
で
あ
る
オ
キ
・
フ

ジ
ン
は
、
前
述
の
よ
う
に
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
娘
で
あ
り
、
パ
ト
の
母
親
は
こ
の
オ
キ
・
フ
ジ
ン
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
パ

ト
は
ウ

γ
ギ
ラ
ト
族
の
血
を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ト
の
世
代
で
は
、
む
し
ろ
、
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
姻
戚
闘
係
を
強
め
て

419 
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い
っ
た
。

ま
ず
、
前
述
の
よ
う
に
、
パ
ト
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
に
次
々
と
嫁
い
だ
ト
レ
ル
チ
の
娘
た
ち
の
う
ち
、
ベ
キ
を
要
っ
た
。
さ
ら
に
、

E司

集

史
』
にク

ド
カ
・
ベ
キ
の
他
の
息
子
イ
ナ
ル
チ

Q
E
E〈
『
さ
φ

に
つ
い
て
、

、
、
「

+4m

J

t

 

以

下

の

よ

う

な

話

が

あ

る

。

自

分

の

姉

妹

の

一

人

を

彼
に
興
え
た
。
彼
女
の
名
は
ク
ル
イ
・
エ
ゲ
チ

(
O
Z一巳

H
w
m一
巾
三
八

O
ロ
-
S
Fと
同
)
と
い
い
、
彼
女
か
ら
ウ
ル
ド
(
包
含
〈
C
E口
)
と
い
う
名

の
息
子
が
生
ま
れ
た
。

Joci 

Batu 

L ・‘ーー

Qului Egeci Torelci 

Toquqan 

ジョチ家とクドカ・ベキ家の遁婚関係

Kocu 

(
】
叶
，
¥
〉
]
[
一
司
-
N
N白
)

と
あ
る
よ
う
に
、
パ
ト
は
、

自
分
の
姉
妹
の
ク
ル
イ
・
エ
ゲ
チ
を
ト
レ
ル
チ
の
兄
弟
の
イ
ナ
ル

衣
の
『
集
史
』
ジ
ョ
チ
・
カ
ン
紀
の
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

パ
ト
の
息
子
ト
ク
カ
ン
は
、
ブ
カ
・
テ
ム
ル
の
姉
妹
、

チ
に
嫁
が
せ
た
。
そ
し
て
、

す
な
わ
ち
ト
レ
ル
チ
の
娘
コ
チ
ュ
を
要

- 90-

っ
た
の
で
あ
る
。

ト
ク
カ
ン
(
吋

2
2
2〈
吋
口
色
ロ
)
の
三
番
目
の
息
子
、

ト
J

ア
・
モ
ン
ケ
(

J

『D
仏0
・B
Oロ
m
r
Tハ

、叶口仏町田・自己ロ
r
r口一)。

彼
の
母
親
と
モ
ン
ケ
・
テ
ム
ル
(
宮
D

ロ凹
r
z
o日
官
〈
玄
ロ
ロ
r
E
-
2
5口円)

コ
チ
ュ
・
カ
ト
ン
(
同
印
刷
ロ

O
え
ロ
ロ
〈
関
口
〕
回
関

E
B乙
で
あ
り
、
彼
女
は
オ
ル

の
母
親
は
、

ジ
ェ
イ
・
カ
ト
ン

(
O
ぷ
色
。
え
己
ロ
〈
C
ご
印
可
関
7
3ロ
ロ
)
と
ブ
カ
・
テ
ム
ル
(
回
口
包

-zg出円〈

切口』悶・ロヨロ
H
)

の
姉
妹
で
あ
り
、

オ
イ
ラ
ト
族
出
身
で
あ
ア
た
。

Q
H
J
¥
吋
ω
]
5
H
∞一同
o
-
H印
恒
国
)

園8

交
換
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
あ
ま
り
き
れ
い
に
連
績
し
て
い
な
い

け
れ
ど
も
、
園
8
の
よ
う
に
、
あ
る
程
度
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
交
換
の
パ
タ

l
γ
を
見

こ
の
ジ
ョ
チ
家
の
逼
婚
は
、

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。



こ
の
よ
う
に
、
ジ
ョ
チ
家
は
、
バ
ト
の
時
代
に
、
急
速
に
オ
イ
ラ
ト
族
の
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
姻
戚
閥
係
を
強
め
て
い
っ
た
。
た
だ
、
ジ

ョ
チ
家
の
中
で
も
左
翼
の
オ
ル
ダ
家
は
別
で
あ
り
、
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
と
の
密
接
な
逼
婚
関
係
を
持
ち
、
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
一
族
か
ら
も
カ
ト
ン

を
襲
っ
て
い
る
。
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(

5

)

 

フ
レ
グ
家
と
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家

フレグ家とクドカ・ベキ家の通婚関係

ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
が
庚
く
網
を
か
け
る
よ
う
に
姻
戚

関
係
を
横
大
し
た
と
き
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
の
各
王

家
の
中
で
、
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
姻
戚
関
係
を
最
も

強
め
た
の
は
、

モ
ン
ケ
、

フ
レ
グ
、

ヲ
リ
ク
・
プ
ケ
の

- 91ー

兄
弟
が
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
か
ら
カ
ト
ン
を
要
っ
た
ト

ル
イ
家
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

ト
ル
イ
家
の
兄
弟

の
中
で

年
上
の
モ
ン
ケ
、

ジ
ョ
リ
ケ
、

ク
ピ
ラ
イ

は
、
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
姻
戚
関
係
を
重
視
し
て

い
た
が
、
年
下
の
フ
レ
グ
と
ア
リ
ク
・
プ
ケ
は
、
ク
ド

圏9

カ
・
ベ
キ
家
と
密
接
な
姻
戚
関
係
を
結
ん
だ
。
た
だ
、

フ
レ
グ
は
、

一
時
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
関
係
を
強

め
た
時
期
も
あ
り
、
や
や
複
雑
で
あ
る
。
そ
こ
で
次

に
、
こ
の
フ
レ
グ
家
の
場
合
を
分
析
し
て
み
た
い
。

フ
レ
グ
の
イ
ル
カ
ン
園
時
代
の
第
一
カ
ト
ン
は
有
名
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な
ド
ク
ズ
・
カ
ト
ン
で
あ
る
が

ド
ク
ズ
を
要
っ
た
の
は
イ
ラ
ン
へ
行
く
途
中
で
あ
り
、

モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
い
た
時
代
の
第
一
カ
ト
ン
は
、

『
集
史
』
部
族
編
オ
イ
ラ
ト
族
に
、

(
プ
カ
・
テ
ム
ル
の
姉
妹
の
)

〈

四

〉

一
人
は
ク
イ
ク

・
カ
}
ン
と
い
い
、

フ
レ
グ
・
カ
ン
の
第
一
カ
ト
ン
で
あ
り
、

〈

ジ
ュ
ム
ク
ル
(
』
z
g』口同八

』
ロ
ヨ
』
口
円
〉
の
母
親
で
あ
っ
た
。

(
】
、
叶
¥
〉
H
H

唱
-
M旧
日
〉

と
あ
る
よ
う
に
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
出
身
の
前
述
の
ク
イ
ク
で
あ
っ
た
(
圃
9
参
照
〉
。

(
『
集
史
』
フ
レ
グ
・
カ
ン
紀
、
同
吋
¥
〉
ω
一
司
・
∞
〉
と
あ
る
よ
う
に
、

フ
レ
グ
は
彼
女
を
「
モ
ン
ゴ
ル
地
方
で
、
他
の
カ
ト
ン
よ

り
も
早
く
要
っ
た
」

フ
レ
グ
は

ま
ず
最
初
に
、

ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
と
姻
戚
閥

係
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
衣
の
『
集
史
』
フ
レ
グ
・
カ
ン
紀
の
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
グ
イ
ク
・
カ
ト
ン
は
フ
レ
グ
が
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
い
る

聞
に
死
去
し
て
し
ま
ア
た
。

骨
(
血
筋
〉
出
身
の
:
:
:
の
娘
で
あ
る
。

ク
イ
ク

・
カ
ト

ン
が
モ
ン
ゴ
ル
地
方
で
亡
く
な

っ
た
と
き
、
彼
女
を
妻
り
、

彼
女
〈
タ
イ
ク
・
カ

- 92ー

も
う
一
人
の
カ
ト
ン
の
ク
ト
イ
・
カ
ト
ン

(
O己
E

O
民
ロ
ロ
〈
ロ
ロ
包
可
欠
r
段
ロ
ロ
〉
は
、

ウ
ン
ギ
ラ
ト

(
Cロ
間
四
月
色
八

O
Z
Z
R間
同
)
族
の
王
の

ト
ン
)
の
牧
地
守
口
円
。
を
彼
女
(
ク
ト
イ
・
カ
ト
ン
)
に
授
け
た
。

そ
し
て
、
重
要
な
貼
は
、
ク
イ
ク
が
死
去
し
た
と
き
、
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
グ
ト
イ
・
カ
ト
ン
を
襲
り
、
ク
イ
ク
の
牧
地
を
ク
ト
イ
に
輿
え
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
カ
ト
ン
の
地
位
に
ク
ト
イ
を
つ
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
を
推
定
し
て
み
る
と
、
こ
の
ク
ト

(同吋¥〉
ω
一
旬
・
∞
)

イ
か
ら
生
ま
れ
た
テ
ク
シ
ン
と
テ
グ
デ
ル
の
う
ち
、
弟
の
テ
グ
デ
ル
は
一
二
四
七
年
生
ま
れ
と
さ
れ
て
い
る
の
で

(γnrgロ
H

由∞品
川司・

2
C、

ク
ト
イ
を
襲
っ
た
の
は
一

二
四
五
年
以
前
、
す
な
わ
ち
オ
ゴ
デ
イ

・
カ
ン
の
治
世
か
あ
る
い
は
ド
レ
ゲ
ネ
執
政
時
代
に
あ
た
る
。
ク
ト
イ
は
ウ

ン
ギ
ラ
ト
族
の
王
の
血
筋
で
あ
る
と
右
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

よ
り
正
確
に
は
『
集
史
』
部
族
編
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
に
、

別
の
大
ア
ミ

l
ル
も
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
に
仕
え
て
い
た
。

彼
の
名
前
は
カ
ダ
イ
・
ノ
ヤ
ン
(
O
邑
巳

2
4
2八
口
氏

S
Z
S削
ロ
〉
で
あ
り
、

こ
こ
(
イ
ル
カ
ン
園
〉
で
ト
ダ
イ
・
カ
ト
ン
の
も
と
に
い
る
メ
リ
ク
は
彼
の
子
の
一
人
で
あ
る
。

フ
レ
グ
の
カ
ト
ン
で
あ
っ
た
ク
ト
イ
.



カ
ト
ン
と
マ
ル
タ
イ
・
カ
ト
ン
お
よ
び
ム
サ
・
グ
レ
ゲ
ン
は
、
そ
の
メ
リ
ク
の
イ
ト
コ
(
父
方
の
叔
父
の
子
〉
で
あ
っ
た
。(

』

吋

¥
K
F
H日
間

yω
由
也
〉

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

グ
ト
イ
・
カ
ト
ン
が
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
時
代
の
大
ア
ミ

l
ル
の
カ
ダ
イ
・
ノ
ヤ
ン
の
兄
弟
の
娘
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
こ
の
カ
ダ
イ
・
ノ
ヤ
ン
は
、

『
集
史
』
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
紀
千
戸
の
篠
に
、

セ
シ
ク
の
千
戸
。
こ
の
五
人
の
ア
ミ

ア
ル
チ
と
フ
ク
と
彼
ら
の
兄
弟
は
、
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
王
デ
イ
・
ノ
ヤ
ン
が
彼
ら
の
父
親
で
あ
り
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
第
一
カ
ト
ン
の
ボ
ル
テ
・
フ
ジ
ン
が
、
彼
ら
の
姉
妹
で
あ
っ
た
。
他
の
四
人
の
ア
ミ

l
ル
た
ち
は
、
彼
ら
の
イ
ト
コ

(
フ
ク
・
ノ
ヤ
ン
、
)
カ
ダ
イ

(
O
邑
巳
〈

o
a削己、

ブ
ク
ダ
ル
、

テ
グ
デ
ル
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
、

ー
ル
は
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
で
あ
っ
た
。

で
あ
り
、
デ
イ
・
ノ
ヤ
ン
の
兄
弟
で
あ
る
ダ
ア
リ
タ
イ
の
息
子
た
ち
で
あ
っ
た
。

(
旬
、
吋
¥
吋

ω
H印
】'∞
口

同

O
F
E
O白
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、

ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
デ
イ

・
セ
チ
ェ
ン
の
兄
弟
ダ
ア
リ
タ
イ
の
息
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
カ
ダ
イ
は
、

チ
ャ
ガ

- 93ー

タ
イ
の
イ
エ
ス
ル
ン
・
カ
ト
ン
の
父
親
で
も
あ
っ
た
ハ
園
1
参
照
)
。
従
っ
て
、

ク
ト
イ

・
カ
ト
ン
は
、

カ
ダ
イ
の
兄
弟
で
あ
る
ブ
グ
ダ
ル
、
テ

グ
デ
ル
、

セ
ン
ク
の
う
ち
の
誰
か
の
娘
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
フ
レ
グ
の
第
一
カ
ト
ン
の
地
位
は
、

オ
イ
ラ
ト
族

の
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
か
ら
、

た
。
こ
の
よ
う
に
、

フ
レ
グ
は
、 ウ

ン
ギ
ラ
ト
族
の
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
血
縁
関
係
の
近
い
ダ
ア
リ
タ
イ
家
出
身
の
カ
ト
ン
に
移
っ
た
の
で
あ
っ

一
時
期
ウ

ン
ギ
ラ
ト
族
と
の
姻
戚
関
係
へ
傾
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
ラ
ン
遠
征
を
命
じ
ら
れ
た
こ
ろ
に
は
、
再
び
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
姻
戚
関
係
を
強
め
て
い
た
。
フ
レ
グ

は
、
こ
の
ク
ト
イ
・
カ
ト
ン
を
モ
ン
ゴ
ル
に
残
し
、
第
一
カ
ト
ン
の
位
に
は
、
イ
ラ
ン
へ
行
く
途
中
で
要
っ
た
ケ
レ
イ
ト
族
の
ド
ク
ズ
・
カ
ト

し
か
し
、

モ
ン
ケ
が
即
位
し
、

ン
を
つ
け
た
。
さ
ら
に
、
決
の
『
集
史
』
フ
レ
グ

・
カ

γ
紀
の
記
事
に
よ
る
と
、

モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
残
し
た
ク
ト
イ
・
カ
ト
ン
の
オ
ル
ド
を
、

オ
イ
ラ
ト
族
の
テ
シ
ギ
ズ
・
グ
レ
ゲ
ン
の
娘
ア
リ
カ
ン
・
エ
ゲ
チ
に
委
ね
た
の
で
あ
る
。

第
八
番
目
の
息
子
ア
ジ
ャ
イ
(
と
巳
〈
〉
首
巴
。
彼
の
母
親
は
側
室
で
あ
り
、
名
前
を
ア
リ
カ
ン
・
エ
ゲ
チ
〈
〉

H
F
A
E
E一
印
公
〈
〉
己

ASHE-M)
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と
い
っ
て
テ
ン
ギ
ズ
・
グ
レ
ゲ
ン
(
吋

g田
町
の
国

Hag〈
吋

grr皮
肉

E
Eロ
)
の
娘
で
あ
り
、

ク
ト
イ
・
カ
ト
ン
の
オ
ル
ド
に
い
た
。

フ
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(

初

)

レ
グ

・
カ
ン
が
イ
ラ
ン
の
地
に
来
る
と
き
、
彼
女
を
ク
ト
イ

・
カ
ト
ン
の
オ
ル
ド
の
長
に
定
め
た
。

(』同，¥〉
ωぃ
目

y

口
)

ア
リ
カ
ン
・
エ
ゲ
チ
の
父
親
の
テ
ン
ギ
ズ

・
グ
レ
ゲ
ン
は
、
次
の
『
集
史
』
部
族
編
オ
イ
ラ
ト
族
の
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

ベ
キ
と
親
戚
関
係
に
あ
り
、
初
め
グ
ユ
ク
の
娘
を
襲
っ
て
グ
レ
ゲ
ン
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

ク
ド
カ

・

ゲ
ン
で
あ
る
。

オ
イ
ラ
ト
の
部
族
長
で
あ
る
ク
ド
カ
・
ベ
キ
と
親
類
闘
係
に
あ
る
ア
ミ

l
ル
た
ち
ゃ
グ
レ
ゲ
ン
た
ち
の
中
の

一
人
は
、
テ
ン
ギ
ズ

・
グ
レ

グ
ユ
ク
・
カ
ン
は
彼
に
娘
を
興
え
、

彼
は
婿
と
な
っ
た
。

グ
ユ
ク
・
カ
ン
が
死
去
し
モ
ン
ケ

・
カ
ン
が
王
位
に
即
い
た

と
き
c
、

ア
ミ

l
ル
た
ち
が
慮
刑
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
テ
ン
ギ
ズ
・
グ

レ
ゲ
ン
も
告
訴
さ
れ
、
彼
の
南
腿
の
肉
が
そ
げ
落
ち
る
ほ
ど
棒
で
打
た
れ
た
。
そ
の
後
、
彼
の
カ
ト
ン
で
あ
っ
た
そ
の
娘
が
彼
の
助
命
を

グ
ユ
ク
・
カ
ン
の
一
族
と
何
人
か
の
ア
ミ

l
ル
が
反
逆
を
謀
り
、

請
い
、
彼
を
彼
女
に
授
け
た
。

(』
吋
¥
〉
H

一司
-
N
N
斗
〉

従
っ
て
、

ク
ト
イ

・
カ
ト

ン
の
第

一
オ
ル
ド
を
、

ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
の
親
戚
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
第
一
オ
ル
ド
の
側
室
で
あ
っ
た

ア
リ
カ
ン

・
エ
ゲ
チ
に
任
せ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
と
の
姻
戚
関
係
よ
り
も
、

フ
レ
グ
は
、

オ
イ
ラ
ト
族
と
の
姻
戚
関
係
を
重
視
す
る

- 94ー

方
向
へ
切
り
替
え
た
こ
と
を
一
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に

フ
レ
グ
は
、
後
縫
者
と
し
て
ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
の
ク
イ
ク
・
カ
ト
ン
か
ら
生
ま
れ
た
ジ
ュ
ム
ク
ル
を
選
び
、

モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
オ

ル
ド
と
軍
陵
を
託
し
た
(
松
田

H

由∞
O
H

宅
-
E
島
町
)
。

こ
の
ジ
ュ
ム
ク
ル
は

ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
か
ら
ブ
カ

・
テ
ム
ル
の
娘
ノ
ル
ン
を
要
っ
た

の
で
、

ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
の
血
を
引
く
だ
け
で
な
く
姻
戚
関
係
も
持
っ
て
い
た
ハ
『
集
史
』
部
族
編
オ
イ
ラ
ト
族
、

】
吋
¥
〉
H

日間】・
M
N
3
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
フ
レ
グ
家
は
、

ジ
ュ
ム
ク
ル
を
中
心
に
ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
と
の
姻
戚
関
係
で
固
ま
り
、

フ
レ
グ
自
身

は
、
ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
の
ブ
カ
・
テ
ム
ル
と
そ
の
姉
妹
の
オ
ル
ジ
ェ
イ

・
カ
ト
ン
を
連
れ
て
イ
ラ
ン
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ジ
ュ
ム
ク
ル
の
世
代
で
は

フ
レ
グ
と
オ
ル

ジ

ェ
イ
と
の
聞
に
生
ま
れ
た
娘
モ
ン
グ
ル
ゲ
ン
が
、
ブ
カ

・
テ

ム
ル
の
息
子
チ
ャ
キ

ル
に
嫁
い

こ
れ
ら
の
遁
婚
は
、
や
や
複
雑
で
あ
る
が
、
園
9
の
よ
う
に
、
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の

チ
ャ
キ
ル
が
要

ノ
ル
ン
は
チ
ャ
キ
ル
の
姉
妹
で
あ
り
、

だ
(
『
集
史
』
フ
レ
グ

・カ

ン
紀
、

]吋
¥
〉
ω
一回】・

5
)。

パ
タ

ー
ン
に
そ
ア
た
交
換
婚
に
な
っ
て
い
る
。
ジ
ュ
ム
ク
ル
の
世
代
を
見
て
み
る
と
、
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ジ
ュ
ム
ク
ル
の
姉
妹
な
の
で
、
ジ

ユ
ム
ク
ル
と
チ
ャ
キ
ル
の
開
で
姉
妹
交
換
婚
が
行
わ
れ
た
こ

っ
た
モ
ン
グ
ル
ゲ
ン
は
、

と
に
な
る
。
以
上
の
遁
婚
の
結
果
、

ジ
ュ
ム
ク
ル
は
、

ク

ド

カ
・
ベ
キ
家
出
身
の
ク
イ
ク
・
カ
ト
ン
の
息
子
で
あ
る
だ
け

アリク・ブケ家と クドカ・ベキ家の通婚関係

で
な
く
、
母
親
の
姪
に
嘗
た
る
メ
ル
ン
を
妻
り
、
さ
ら
に
姉

妹
の
モ
ン
グ
ル
ゲ
ン
が
ノ
ル
ン
の
兄
弟
に
嫁
ぐ
と
い
う
密
接

な
姻
戚
闘
係
が
生
じ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、

一時、

ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
と
の
姻
戚
関
係

フ
レ
グ
が
イ
ラ
ン
遠
征
へ

出
渡
し

に
傾
い
た
フ
レ
グ
家
は
、

- 95ー

た
一
二
五
三
年
の
時
貼
で
は
、

完
全
に
オ
イ
ラ
ト
族
ク
ド

カ

・
ベ
キ
家
と
の
姻
戚
関
係
を
中
心
と
し
た
態
勢
を
固
め
、

以
後
そ
の
傾
向
を
ま
す
ま
す
強
め
た
の
で
あ
る
。

(

6

)

 

ア
リ
ク
・
ブ
ケ
家
と
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家

国10

ト
ル
イ
家
の
中
で

フ
レ
グ
家
と
並
ん
で
ク
ド
カ
・
ベ
キ

家
と
密
接
な
姻
戚
関
係
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
は
ア
リ

ク

・
プ
ケ
家
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、

ア
リ
ク
・
フ
ケ

は
、
ト
レ
ル
チ
の
娘
エ
ル
・
チ
ク
ミ
シ
を
要
っ
た
の
で
あ
る

が
、
同
じ
世
代
で
も
う
ひ
と
組
の
婚
姻
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
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t主

『
集
史
』
ク
ビ
ラ
イ
・
カ
ン
紀
に
、

リ
ン
ク
ン

・
カ
ト
ン
(
ピ
ロ

E
Eロ
o
a
E八円、
E
Eロ
ロ
同

E
Bる
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
彼
女
か
ら
エ
ル
・
テ
ム
ル

(
E・5
ロロ
H

〈

E
S
H口
H
)

と
い
う
名
の
娘
が
蔑
さ
れ
た
。
彼
女
を
パ
ル
ス
・
プ
カ

・
グ
レ
ゲ
ン
(
切

ωgaE官
。
官
。

mg八
回
昨

marZ削
穴

E
Eロ
〉
に
興
え
た
。

(一コ，¥、
H
，ω
H

日
H
∞
日
間
口
一-
M
H品
白
)

と
あ
る
よ
う
に
、

ト
ル
イ
と
リ
ン
グ
ン
・
カ
ト
ン
の
聞
に
生
ま
れ
た
娘
エ
ル
・
テ
ム
ル
と
ト
レ
ル
チ
の
息
子
パ
ル
ス
・
ブ
カ
と
の
婚
姻
で
あ

る。

エ
ル
・
テ
ム
ル
は
ア
リ
ク
・
ブ
ケ
の
姉
妹
で
あ
り
、

エ
ル
・
チ
ク
ミ
シ
は
パ
ル
ス
・
ブ
カ
の
姉
妹
で
あ
る
の
で
、

ア
リ
ク
・
ブ
ケ
と
パ
ル

ス
・
プ
カ
の
聞
で
姉
妹
交
換
婚
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ア
リ
ク
・
プ
ケ
の
世
代
以
降
も
、
園
叩
に
示
す
よ
う
に
、
二
つ
に
枝
分
か
れ
し
な
が
ら
、
き
れ
い
に
ギ
プ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
パ
タ
ー
ン

に
そ
っ
て
遁
婚
関
係
が
連
綾
し
た
。
そ
の
結
果
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ

ン
か
ら
ト
ル
ィ
、

ア
リ
ク

・
ブ

ケ
を
へ
て
、

メ
リ
ク

・
テ
ム
ル
お
よ
び
そ
の

- 96一

い次
。の

世
代

L、
Tこ
る
ま
で

長
期
に
わ
た

っ
て
相
互
の
連
績
的
な
逼
婚
関
係
が
維
持
さ
れ
た
が
、

こ
れ
が
末
子
の
系
統
で
あ
る
黙
は
興
味
深

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
が
康
く
網
を
か
け
る
よ
う
に
姻
戚
関
係
を
横
大
し
た
結
果
、

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
孫
、
曾
孫

ア
リ
ク
・
プ
ケ
が
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
密
接
な
姻
戚
関
係
を
持
ち
、
チ
ャ
ガ

タ
イ
家
に
は
カ
ラ
・
フ
レ
グ
の
寡
婦
で
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
出
身
の
嘗
主
オ
ル
ガ
ナ
が
い
た
。
後
に
ク
ピ
ラ
イ
と
一
帝
位
を
争
っ
た
ア
リ
ク
・
プ
ケ

の
世
代
で
は
、

ジ
a

チ
家
の
バ
ト
、

ト
ル
イ
家
の
ジ
ュ
ム
グ
ル
、

涯
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
こ
の
う
ち
ア
リ
ク
・
プ
ケ
、

オ
ル
ガ
ナ
、

ジ
ュ
ム
ク
ル
が
含
ま
れ
て
お
り
、

ジ
ョ
チ
家
も
ア
リ
ク

・
ブ
ケ
を
支
持
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
杉
山

H

由∞
N
H

宅・

ω
g
L
S
I
8
3
0

四

モ
ン
ケ
の
即
位
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家

ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
が
姻
戚
関
係
を

一
気
に
接
大
し
、
姻
族
と
し
て
の
勢
力
を
強
め
て
い
っ
た
の
に
糾
問
し
て
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
も
、

オ
ゴ「



デ
イ
か
ら
グ
ユ
ク
の
時
代
に
か
け
て
は
、

オ
ゴ
デ
イ
家
、

ト
ル
イ
家
と
密
接
な
関
係
を
結
び
姻
族
と
し
て
の
確
固
た
る
地
位
を
守
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、

モ
ン
ケ
の
聞
位
に
と
も
な
い
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
は
姻
族
と
し
て
の
勢
力
を
弱
め
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
そ
の
黙
を

論
じ
て
み
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、

モ
ン
ケ
の
即
位
に
至
る
過
程
は
、

ト
ル
イ
家
と
オ
ゴ
デ
イ
家
の
帝
位
縫
承
争
い
で
あ
り
、

そ
の
争
い
に
ト
ル
イ
家
が
勝

ち

モ
ン
ケ
が
聞
位
し
た
。
こ
の
時
、
一
帝
位
を
め
ぐ
っ
て
宇
司
た
ト
ル
イ
家
と
オ
ゴ
デ
イ
家
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
と
も
に
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン

家
と
姻
戚
関
係
を
強
め
て
い
た
家
系
で
あ
り
、

ど
ち
ら
が
勝
つ
で
も
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
に
と
っ
て
不
利
で
は
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か

し
、
ト
ル
イ
家
が
推
し
た
モ
ン
ケ
は
、
第
二
カ
ト
ン
が
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
一
族
の
出
身
で
は
あ
っ
た
が
、
ク
ビ
ラ
イ
ほ
ど
密
接
な
姻
戚
関
係
を

結
ん
で
い
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
関
係
が
強
か
っ
た
の
は
、

モ
ン
ケ
と
一
帝
一
位
を
争
っ
た
シ
レ
ム
ン
の
方
で
あ
り
、

:ン

レ
ム
ン
は
母
親
が
前
述
の
カ
タ
カ
シ
で
あ
り
、
母
方
で
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
血
を
直
接
引
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
の
姻

族
に
と
っ
て
勢
力
を
強
め
る
最
大
の
機
舎
は
、

一
族
出
身
の
カ
ト
ン
か
ら
生
ま
れ
た
息
子
が
一
帝
位
に
つ
く
こ
と
で
あ
り
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家

- 97ー

に
と
っ
て
、

シ
レ
ム
ン
が
ち
ょ
う
ど
そ
れ
に
嘗
た
る
の
で
あ
る
。
、

こ
の
一
帝
位
継
承
争
い
を
経
て
、

一
一
一
五
一
年
に
モ
ン
ケ
が
即
位
す
る
と
、

そ
の
直
後
に
行
わ
れ
た
以
下
に
述
べ
る
慮
置
は
、

い
ず
れ
も
ア
ル

チ
・
ノ
ヤ
ン
家
に
と
っ
て
姻
族
と
し
て
の
勢
力
を
縮
小
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
出
身
で
あ
る
シ
レ
ム
ン
の
母
親
カ
タ
カ
シ
は
、
オ
グ
ル
・
ガ
イ
ミ
シ
と
と
も
に
慮
刑
さ
れ
、
シ
レ
ム
ン
は
流
刑

に
慮
せ
ら
れ
た

(
E
r
g
S匂
一
宅
・

2
l
ω
N〉
。
こ
れ
に
よ
り
、
オ
ゴ
デ
イ
家
と
の
つ
な
が
り
で
築
か
れ
て
い
た
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
姻
族
と

ま
ず
、

し
て
の
勢
力
の
基
盤
の
一
方
は
崩
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
そ
の
と
き
唯
一
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
密
接
な
姻
戚
関
係
を
維
持
し
て
い
た
の
は
ク
ピ
ラ
イ
家
で
あ
っ
た
が
、

よ
り
中
園
方
面
の
征
服
を
命
じ
ら
れ
、
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
牧
地
に
都
接
す
る
金
蓮
川
一
帯
に
移
住
し
た
(
杉
山

ク
ピ
ラ
イ
家
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
密
接
な
関
係
は
決
定
的
と
な
っ
た
が
、

ク
ピ
ラ
イ
は
モ
ン
ケ

ssu
問者

-HE--印

N

〉。
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こ
れ
に
よ
り
、

モ
ン
ケ
政
権
の
中
心
か
ら
は
遠
ざ
か
る
こ
と
に
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そ
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

一
時
ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
一
族
と
の
姻
戚
関
係
に
傾
い
て
い
た
フ
レ
グ
家
は
、

一
二
五
三
年
に
イ
ラ
ン
遠
征
に

出
渡
す
る
に
嘗
た
っ
て
、

モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
オ
ル
ド
を
、
ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
の
関
係
者
で
完
全
に
固
め
て
し
ま
い
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の

姻
戚
閥
係
は
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

モ
ン
ケ
即
位
以
前
に
は
、

モ
ン
ゴ
ル
高
原
の
ト
ル
イ
家
の
牧
地
、

お
よ
び
カ
ラ
コ
ル
ム
周
漫
の
オ
ゴ
デ
イ
家

の
オ
ル
ド
に

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
出
身
の
カ
ト
ン
と
し
て
、

オ
ゴ
デ
イ
家
の
カ
タ
カ
シ
、

ク
ピ
ラ
イ
家
の
チ
ャ
ブ
イ
、

フ
レ
グ
家
の
ク
ト

イ

モ
ン
ケ
家
の
ク
タ
イ
が
居
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、

カ
タ
カ
シ
は
虚
刑
さ
れ
、

い
ず
れ
も
ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
家
の
姻
族
と
し
て
の
影
響
力
が
弱
ま
る
方
向

へ
事
が

チ
ャ
ブ
イ
は
ク
ビ
ラ
イ
と
と
も
に
東
南
へ
移
り
、

ク
ト
イ
は
ク
ド
カ

・
ベ
キ
一
族
の
側
室
に
オ
ル
ド
を
譲
り
、

展
開
し
た
。

一
方
、
こ
の
頃
モ
ン
ケ
は
、

ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
出
身
の
オ
ル
ガ
ナ
を
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
嘗
主
の
座
に
つ
け
た
の
で
あ
る
。

モ
ン
ケ
の
第
二
カ
ト
ン
の
ク
タ
イ
に
つ
い
て
は

モ
ン
ケ
の
宮
廷
で
あ
ま
り
重
ん
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、

ル
プ
ル
ク
の
政
行
記
か

- 98-

ら
窺
え
る
。

ル
ブ
ル
ク
に
よ
る
と
、
最
も
寵
愛
さ
れ
た
の
は
、

ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
出
身
の
第
三
カ
ト
ン
の
オ
グ
ル

・
ト
ト
ミ

シ
で
あ
り
、

『
按

行
記
』
二
八
章
一
四
節
に
、

オ
グ
ル
・
ト
ト
ミ
シ
と
そ
の
娘
シ
リ
ン
に
つ
い
て
、

そ
の
住
居
は
、
彼
(
モ
ン
ケ
〉
が
た
い
へ
ん
愛
し
て
い
た
(
自
己
Z
宮
内

E
2
2曲
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
主
人
の
も
の
で
あ
っ
た
。

前
述
の

娘
(
シ
リ
ン
〉
は
彼
女
か
ら
生
ま
れ
た
。

(
河
口

rzn¥J3ロ
間
白

2
・

司

忠

由

)

と
記
さ
れ
て
い
る
。

イ
キ
レ
ス
族
出
身
の
第

一
カ
ト
ン
の
ク
ト
ク
タ
イ
は
、
無
断
で
家
来
を
慮
刑
し
て
モ
ン
ケ
を
激
怒
さ
せ
る
な
ど
、

モ
ン
ケ

に
あ
ま
り
好
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
様
に
も
見
え
る
が
、
長
子
バ
ル
ト
の
母
親
と
し
て
第
一
カ
ト
ン
の
地
位
を
守

っ
て
い
た
。
そ
れ
に
射
し
て
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
一
族
出
身
の
ク
タ
イ
は
、
あ
ま
り
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
例
え
ば
、
彼
女
は
ル
ブ
ル
ク
の
滞
在
中
に
病

話
料
こ
工
つ
こ
:
、

亀
沖
b
u-
-中
/

ふ

J
ふ
μ

モ
ン
ケ
の
オ
ル
ド
が
移
動
す
る
と
き
に
置
い
て
行
か
れ
、

そ
の
後
に
病
死
し
た
の
で
あ
る
(
『
銀
行
記
』
三
二
章
六
節
)
。

以
上
の
よ
う
に
、

モ
ン
ケ
の
即
位
後
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
出
身
の
カ
ト
ン
た
ち
に
も
た
ら
さ
れ
た
境
遇
か
ら
見
る
と
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン



家
の
姻
族
と
し
て
の
勢
力
は
弱
ま
司
た
の
で
あ
り
、
以
後
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
逼
婚
閥
係
は
、
主
と
し
て
グ
ピ
ラ
イ
家
と
の
開
係
へ
縮
小

し
て
し
ま
?
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま

と

め

最
後
に
、
以
上
述
べ
て
き
た
論
貼
を
も
う
一
度
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ωチ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
子
の
中
で
、
ボ
ル
テ
・
フ
ジ
ン
の
出
身
家
系
で
あ
る
ウ
ン
ギ
ラ
ト
族
の
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
一
族
と
姻
戚
闘
係
を
持
つ

た
の
は
、
年
上
の
ジ
ョ
チ
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
で
あ
り
、
特
に
ジ
ョ
チ
は
、

ン
か
ら
見
れ
ば
、

ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
チ
グ
ゥ
と
姉
妹
交
換
婚
を
行
い
、
通
婚
パ
タ
l

ジ
ョ
チ
家
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
聞
で
、
相
互
の
通
婚
を
次
世
代
へ
連
績
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
形
で
あ
っ
た
。

ωと
こ
ろ
が
、
決
世
代
で
は
、

び
、
そ
の
う
ち
、

巻
き
返
し
を
固
る
よ
う
に
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
相
互
の
遁
婚
闘
係
を
結

ト
ル
イ
家
の
ク
ピ
ラ
イ
と
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
の
オ
チ
ン
と
の
姉
妹
交
換
婚
は
、
以
後
数
世
代
に
わ
た
る
連
績
的
な
遁
婚
開

オ
ゴ
デ
イ
家
と
ト
ル
イ
家
が

- 99-

係
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

ω同
じ
頃
、
オ
イ
ラ
ト
族
の
ク
ド
カ

・
ベ
キ
家
は
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
と
の
姻
戚
関
係
を
一
気
に
接
大
し
、

ざ
か
っ
た
ジ
ョ
チ
家
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
、
ま
た
、
ト
ル
イ
家
の
中
で
も
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
家
と
の
閥
係
が
薄
い
フ
レ
グ
家
と
ア
リ
ク

・
ブ
ケ
家

が
、
ク
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
連
績
的
な
逼
婚
関
係
を
展
開
し
た
。

ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
家
か
ら
遠

ωク
ド
カ
・
ベ
キ
家
が
急
成
長
す
る
中
、

ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
家
は
、

オ
ゴ
デ
イ
家
、

ト
ル
イ
家
と
の
密
接
な
姻
戚
閥
係
を
維
持
し
て
い
た

ヵ:

モ
ン
ケ
が
、

シ
レ
ム
ン
と
の
一
帝
一
位
繕
承
争
い
に
勝
っ
て
即
位
す
る
と
、

ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
家
は
姻
族
と
し
て
影
響
力
を
弱
め
、
主
要
な
姻

戚
関
係
は
ク
ピ
ラ
イ
家
と
の
関
係
だ
け
に
縮
小
し
た
と
思
わ
れ
る
。

429 
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註(

1

)

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
と
ア
ル
チ

・
ノ
ヤ
ン
一
族
と
の
遁
婚
関
係
に
つ

い
て
は
、
那
珂
遁
世
、
ク
リ

I
ヴ
ス
、
ア
ン
ピ
ス
、
ボ
イ
ル
、
村
上
正

二
、
白
位
都
格
其
、
葉
新
民
、
士
山
茂
碩
敏
、
岡
田
英
弘
、
杉
山
正
明
諸

氏
の
研
究
が
あ
る
(
那
珂
巳
ミ
一
宅
・
ω
8
1
ω
N〆
H
U
5
・

3
・
5
l

HNU
色
。
z
a
s
s
-
5
2
u
出
血
ヨ
ゲ
U
S
E
-
目
当
・
ロ
I
N
-
-
H
S

混
同
一
回
0
1
0
呂
町
∞
-
宅
-H記
|
見
回
一
村
上
巳
斗
凶
一

ωUHlsω
・
白

位
都
格
其
巴
寸
甲
山
葉

HgNU
志
茂

H申
告
・
宅
-
雪
N
lミ
タ
岡

田

H
8
9
杉
山

EUNH
宅
-
H
o
o
-
E
r
H
m
N
H
E
)
。

(
2
〉
チ
ソ
ギ
ス
・
カ
ン
家
と
F
ド
カ
・
ベ
キ
家
と
の
逼
婚
関
係
に
つ
い
て

は
、
那
珂
遁
世
、
ア
ン
ピ
ス
、
岡
田
英
弘
、
士
山
茂
碩
敏
、
自
謬
琴
諸
氏

の
研
究
が
あ
り
、
と
く
に
岡
田
氏
の
論
文
に
よ
り
、
通
婚
関
係
の
基
本

的
な
事
寅
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
〈
那
珂
包
包
-
宅
・

&
l
S
U

E
B
g
r
2
H
U
E一
宅
-HNH1HN甲
山
岡
田

5
2
・

百

ω
!
?
志
茂

H

申
告
日
目当
-m
gー
ミ
NU
白
忌
∞
品
)
。

(
3
〉
「
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
の
政
略
結
婚
に
み
ら
れ
る
互
酬
的
縁
組
シ
ス

テ
ム
」
『
園
立
民
族
皐
博
物
館
研
究
報
告
別
加
』
に
掲
載
強
定
。

(
4
〉
イ
エ
ス
ル
ン
の
父
親
を
ト
プ
カ
プ
・
サ
ラ
イ
所
蔵
本
で
は

O
同冨

Z
D
u
bロ
(
ロ
回
〉

zt弓J
ヘ〉
Z
〉
と
記
し
て
い
る
が
、
部
族
編
で
は

O
叶
〉
で
あ
る
の
で

Q
叶
¥
〉
H

・℃・
ω
宮
〉
、
第
二
子
一
音
は
t
で
あ
る
。

一
方
、
『
築
史
』
に
は
、
こ
の
人
物
を

O
巳
身

(
O
H，〉

Jσ
あ
る
い

は

O
R
S
Z
D可卸ロ

(
O吋
〉
ペ

Z
巧
J

円〉
Z
)
と
す
る
箇
所
が
あ
り

(
】
斗
¥
〉
HH
司・

3也
w

】吋¥、叶
ω
H
mH∞
日『
D
一・由印
Y
H
ω
。
白
)
、
そ
の
箇
所

に
割
腹
す
る
『
聖
武
親
征
録
』
に
も
「
怯
台
」
と
あ
り
一
致
す
る
の

で
、
「
カ
タ
イ
」
ま
た
は
「
カ
ダ
イ
」
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
『
元

史
』
巻
一
の
「
可
式
」
は
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
。
村
上
正
二
氏
は
こ
の

人
物
を
『
元
朝
秘
史
』
二

O
二
節
の
カ
ダ

イ

・
グ
レ
ゲ
ン

O
包
三

。ca
m
g
に
あ
た
る
と
す
る
(
村
上

HU寸
NH
勺

ωUH〉。

(

5

)

ボ
イ
ル
は
、
プ
ロ
シ
ェ
の
校
訂
叶
，
t
弓
男
同
ハ
〉
Z
に
従
い
、
吋
口

r
E

Hハ
E
Bロ
〉
吋
口
問
。
ロ
ヌ
E
Zロ
と
解
し
た
(
切
ミ
]
0
3吋
H一回】・
5
3。

ロ
シ
ア
語
謬
は
、
『
『
唱
貝
由
民
自
阿
国

Jq固
と
す
る

C
、
叶
¥
∞
巾
ち
向
。
回
円
訳
出
酢
・

2
℃
・
∞
∞
)
。
『
集
史
』
の
イ
ル
カ
ン
園
時
代
の
篤
本
で
あ
る
】
吋
¥
寸
ω

H叩
H∞一

H呂
田
と
】
吋
¥
回
F
5
2∞
い
∞
『
に
は
、
と
も
に
叶
，
HN穴
〉
Z

と
あ
り
、
『
ハ

I
フ
ェ
ズ
・
ア
プ
ル

l
全
豊
田』
所
枚
の
『
集
史
』
に

は
、
一
例
は
同
，d
司
君
ハ
〉
Z
だ
が
も
う
一
例
は
、
吋
烈
烈
〉
Z
と
あ
る

(
沼
恒
〉
¥
吋
ωω
∞N
・
8
g
w
品
3
3
0
一方、

『
五
族
譜
』
の
チ
ャ
ガ

タ
イ
の
カ
ト
ン
の
欄
に
は
、
吋
者
附
ハ
〉
Z
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ボ
イ

ル
に
従
っ
て
一
腹
「
ト
ゲ
ン
」
と
し
て
お
く
が
、
吋
何
回
ハ
〉
Z
の
方

に
基
づ
き
同
，
R
Eロ
烈
E
Zロ
V
、H，R
Zロ
O
R己
ロ
と
解
し
て
「
テ
ル

ケ
一ン
・
カ
ト

γ
」
と
讃
む
可
能
性
も
あ
る
。

(

6

)

ジ
ョ
チ
の
血
筋
が
疑
わ
れ
る
話
は
、

『
元
朝
秘
史
』
二
五
四
|
一
一
五

五
節
に
出
て
く
る
が
、
こ
の
話
自
鐙
は
、
中
央
ア
ジ
ア
遠
征
中
の
ジ
ョ

チ
と
チ
ャ
ガ
タ
イ
の
陪
一
一
嘩
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
が
死
去
直
前
に
行
っ
た

オ
ゴ
デ
イ
の
後
縫
者
指
名
、
ジ
ョ
チ
の
誕
生
に
ま
つ
わ
る
事
情
の
三
つ

が
結
び
附
け
ら
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
ろ
う
。

(

7

)

こ
の
人
名
の
綴
り
は
、
原
文
に
は
関
知
]
巧
と
あ
り
、
そ
の
ま
ま
讃

め
ば
附
内
田
円
』
口
で
あ
る
が
、
オ
ゴ
デ
イ
に
こ
の
名
の
息
子
は
い
な
い
。

そ
こ
で
、
同
河
】
巧
は
穴
」
さ
巧
の
誤
り
と
考
え
、
オ
ゴ
デ
イ
の
第
三

子
関
口
』
固
と
解
圃
押
す
る
。

一 100-
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〈
8
〉
た
だ
し
、
オ
イ
ラ
ト
の
火
雷
公
主
位
に
劉
隠
す
る
人
名
は
、
こ
の
記

事
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。
松
田

saH唱
-
S
を
参
照
。

(
9
〉
『
元
史
』
巻
一
一
四
后
妃
停
一
に
は
、
ク
タ
イ
を
「
特
蕗
栂
の
孫
の

忙
寄
陳
の
女
な
り
」
と
記
す
が
、
各
一
一
八
特
醇
調
停
に
は
、
グ
タ
イ

と
イ
エ
守
ハ
ル
に
つ
い
て
「
按
陳
(
ア
ル
チ
〉
の
従
孫
の
忙
寄
陳
の
女
な

り
」
と
記
し
て
一お
り
矛
盾
す
る
。
ク
ピ
ラ
イ
が
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
娘

チ
ャ
プ
イ
を
妥
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
後
者
の
特
醇
調
停
の
記
述
は

世
代
が
離
れ
す
ぎ
る
。
特
醇
調
停
は
他
に
も
お
か
し
い
黙
が
あ
り
、

『
集
史
』
が
ナ
チ
ン
の
娘
と
記
す
ナ
ム
プ
イ
を
「
納
陳
の
孫
の
俸
童
の

女
な
り
」
と
記
し
、
ナ
チ
ン
の
曾
孫
と
し
て
い
る
。
ア
ン
ピ
ス
の
作
成

し
た
系
聞
は
、
ク
タ
イ
に
つ
い
て
后
妃
俸
の
記
事
の
方
を
採
用
し
て
お

り
、
そ
れ
に
従
い
た
い
(
出
E
H
E印
包
E
一
g
r
r
E
N
)。
お
そ
ら
く
、

ク
タ
イ
と
イ
エ
ス
ル
は
、
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
甥
の
娘
で
あ
ろ
う
。

(
叩
)
ジ
ョ
リ
ケ
の
母
親
の
名
前
は
、
『
集
史
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

プ
ロ
シ
ェ
は
、
富
久
町
N

白
】
'
〉
ロ
臼
与
に
も
と
.
つ
い
て
サ
ル
ク
・
カ
ト
ン

と
し
た

Q
、叶
¥
E
o
n
Y
2
・
司
N
O
N
〉
。
し
か
し
、
富
z
a
E
N
白
?
〉

E
与

に
、
「
伺
巧
聞
内
田
の
母
親
」
と
し
て
記
さ
れ
た

ω骨
ロ
品
関

r帥
包
ロ
は
、

「
呂
田
宮
(
宮
当
相
内
出
〉
の
母
親
」
の
誤
り
に
過
ぎ
ず
〈
g
k
F
¥
回一
Z
由斗
日

向。--
A
H

由釦〉、

一こ
の
サ
ル
ク
・
カ
ト
ン
は
、
『
集
史
』
ク
ピ
ラ
イ
・
カ
γ
紀

と
部
族
編
ナ
イ
マ
ン
族
の
項
に
、
第
八
子
モ
ゲ
(
宮
口
問
叩
八
富
島
市
〉
の

母
親
、
ク
ピ
ラ
イ
の
乳
母
と
し
て
登
場
す
る
サ
ル
ク
の
こ
と
で
あ
る
。

(
日
)
箭
内
氏
は
、
帖
古
倫
大
皇
后
が
、
『
元
史
』
巻
一
一
八
特
醇
調
停

で
、
ア
ル
チ
・
ノ
ヤ
ン
の
孫
の
脱
憐
の
娘
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
世
代
的
に
あ
り
え
な
い
こ
と
を
根
援
に
、
帖
古
倫
大
皇
后
が
ク
ピ
ラ

イ
の
カ
ト
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
し
、
チ
ャ
ブ
イ
を
大
斡
耳
染
の
大

皇
后
と
み
な
し
た
(
箭
内

H
8
0
H
3・
3
N
l
g
δ
。
し
か
し
、
特
務

調
停
に
は
、
ナ
チ
ン
の
娘
ナ
ム
プ
イ
を
、
ナ
チ
ン
の
孫
の
俸
童
の
娘
と

す
る
な
ど
こ
の
類
の
混
鋭
が
あ
る
。
一
方
、
『
元
史
』
食
貨
志
三
の
世

租
四
斡
耳
乃
木
の
僚
に
お
い
て
、
至
元
一
二
年
(
一
二
八
四
〉
に
江
南
戸

紗
を
分
興
し
た
と
す
る
第
二
斡
耳
采
は
、
明
ら
か
に
チ
ャ
プ
イ
の
オ
ル

ド
を
指
し
て
お
り
、
チ
て
フ
イ
の
オ
ル
ド
を
第
二
斡
耳
染
と
す
る
『
元

史
』
后
妃
表
と
合
致
す
る
の
で
、
簡
単
に
は
ク
ピ
ラ
イ
の
大
皇
后
テ
グ

ル
ン
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

(
ロ
)
ク
ビ
ラ
イ
と
オ
チ
ン
の
関
孫
に
つ
い
て
は
、
ク
ピ
ラ
イ
と
オ
チ
ン
が

「
二
重
の
義
兄
弟
」
で
あ
る
こ
と
を
、
杉
山
正
明
氏
が
す
で
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
(
杉
山

s
s・同
Y
5
6
0

(臼〉

F
ピ
ラ
イ
か
ら
ト
ク
・
テ
ム
ル
に
い
た
る
交
換
婚
に
つ
い
て
は
、
別

稿
「
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
家
の
政
略
結
婚
に
み
ら
れ
る
互
酬
的
縁
組
シ
ス

テ
ム
」
に
詳
し
く
論
じ
た
の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(
U
〉
タ
イ
ク
・
カ
ト
ン
の
名
前
は
、

『
集
史
』
部
族
編
の
一
例
は
、

相ハ骨押】劃
r
阿ハ
r
g回
目
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
レ
グ
・
カ
ン
紀
で

は
、
こ
の
カ
ト
ン
の
名
前
は
、
穴
口
保
次

E
Zロ
で
あ
る
。
フ
レ
グ
・

カ
ン
紀
に
は
、
こ
の
名
前
が
六
例
あ
り
、
最
良
の
篤
本
で
あ
る
ト
プ
カ

プ
・
サ
ラ
イ
本

Q
吋
¥
叶

ω
5
5
)
に
よ
れ
ば
、
六
例
の
う
ち
二
例
は

下
黙
が
附
い
て
い
な
い
た
め
剣
定
で
き
な
い
が
、
残
り
の
四
例
は
、
第

二
子
音
が

y
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
、
一
慮
、
タ
イ

タ
・
カ
ト
ン
穴

E
r
O箆
EHH
と
解
し
て
お
く
。
ロ
シ
ア
語
誇
で
は
、

「可
5
民
'
H
曲
、
『
同
国
と
讃
ん
で
お
り

Q
、吋¥〉℃

g
hn
H
2勺・
5
・
5
・

NH〉
、
そ
の
他
、
聞
ハ
位
可
E
r
o
s
E
P
の
E
r
o
aロ
ロ
な
ど
の
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

-101ー
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(
日
)
こ
の
記
事
で
は
、
ト
レ
ル
チ
と
チ
チ
ェ
ゲ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
娘
を
二

人
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
譲
り
で
、
彼
女
ら
に
は
ほ
か
に
も
姉
妹

が
い
た
と
い
う
惇
承
が
あ
る
こ
と
を
ラ
シ

l
ド
自
身
が
記
し
て
い
る

Q
叶
¥
〉
行
司
旧
日
♂
岡
田
包
足
一
句

δ
。

(
日
)
ロ
ミ
一

0
5ご
・
司

-
E
U・
ベ
ル
ゲ
シ
を
一
時
後
縫
者
と
し
た
と
す
る

『
集
史
』
の
記
事
は
、
ロ
シ
ア
語
謬
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
、
ト

プ
カ
プ
・
サ
ラ
イ
本

Q
H，¥、叶
ω
H印
H∞
)
に
こ
の
部
分
が
飲
け
て
い
る

か
ら
で
あ
り
、
同
系
統
と
思
わ
れ
る
旬
、
叶
¥
四
円

5
2∞
に
も
紋
け
て
い

る
。
し
か
し
、
】
、
『
¥
切
F
a
N∞
・
】
吋
¥
切

Z
Z
5・
Z
司
〉
¥
、
『

ω
N∞
N・

]、『
¥ω白
-qrc〈
の
諸
潟
本
に
は
こ
の
記
事
が
存
在
す
る
。

(

η

)

カ
ラ
・
フ
レ
グ
の
母
親
に
つ
い
て
は
、
『
集
史
』
ト
プ
カ
プ

・
サ
ラ

イ
本
に
附
け
ら
れ
た
系
園

Q
、叶¥斗
ω
H印
H∞口町
O

戸口
5
1
H己
防
)
、
お

よ
び
『
五
族
譜
』
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
の
系
闘
に
添
え
書
き
さ
れ
た
記
事
が

あ
る
。
『
五
族
譜
』
に
は
、
モ
エ
ト
ゥ
ケ
ン
の
四
人
の
息
子
パ
イ
ジ

ュ
、
プ
リ
、
イ
エ
ス
ン

・
ト
ア
、
ヵ
ラ
・
フ
レ
グ
の
各
々
に
、
母
親
は

ナ
イ
マ
ン
族
出
身
の
側
室
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
『
集

史
』
本
文
に
は
、
プ
リ
の
母
親
は
、
家
の
子

(
2・0
由
主
白
ロ
〉
の
妻
で

あ
り
、
モ
エ

ト
ク
ケ
ン
が
彼
女
を
懐
妊
さ
せ
た
が
、
プ
リ
を
出
産
し

た
後
、
彼
女
を
夫
に
返
し
た
と
記
し
て
お
り

Q
吋
¥
吋

ω
5
5
・問。一-

H
g
r
)、
や
や
食
い
違
う
。

(
団
)
こ
の
部
分
は
、
ト
プ
カ
プ
・
サ
ラ
イ
本

Q
H，¥吋
ω
5
H∞
Ao-
-
N
F
)

に
は
、
オ
ゴ
デ
イ

c
r
g
u『
と
あ
り
、
ア
リ
l

・
ザ
1
デ
の
校
訂
本
は

そ
れ
を
採
用
し
て
い
る

Q
吋
¥
〉
H

・匂
-NN品
〉
。
し
か
し
、
オ
ゴ
デ
イ
と

あ
る
の
は
、
こ
の
定
本
だ
け
で
あ
り
、
]
吋
¥
穴
冨
ω冨
N
E
Y

』
吋
¥
切

v

a
N∞
・
]
、『
¥ω
と
ミ
r
D
F
冨
恒
〉
¥
吋

ω
日∞
N
は
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
と
な
っ

て
い
る
。
ト
プ
カ
プ

・
サ
ラ
イ
本
は
良
寓
本
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の

篤
本
だ
け
が
他
と
異
な
る
場
合
は
、
ト
プ
カ
プ
・
サ
ラ
イ
本
の
方
を
誤

篤
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
刊
日
)
原
文
に
は
穴
口
z
r
Hハ
Z
Z
D
と
あ
る
が
、
フ
レ
グ
・
カ
γ
紀
の

穴
g
r
H凶
r
gロ
ロ
の
方
が
正
し
い
と
恩
わ
れ
る
の
で
訂
正
し
た
。
前
註

(

M

)

参
照
。

(
初
)
「
彼
女
」
は
「
彼
」
す
な
わ
ち
フ
レ
グ
の
息
子
ア
ジ
ャ
イ
と
と
る
可

能
性
も
文
法
的
に
は
あ
り
う
る
が
、
フ
レ
グ
が
イ
ラ
ン
に
向
か
っ
た
一

二
五
三
年
に
、
一
二
四
七
年
生
ま
れ
の
第
七
子
の
テ
ク
デ

ル
・
ア
フ
マ

ド
が
七
歳
、
ア
ジ
ャ
イ
は
そ
れ
よ
り
年
下
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
は
ロ
シ

ア
語
謬
ど
お
り
「
彼
女
」
の
意
味
で
あ
る

Q
叶
¥
〉
宮
Z
同
円
一
門
司
勺

N
O
)

。
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SHAIBANI khAn AND ･ULAMlS

―Yasa and Shari'a in Early 16th Century Central Asia―

　　　　　　　　　　　　

ISOGAI Kenichi

　　

Since Shaibani Khan captured Samarqand in 1500, a full-scalerule

of Shaibanid Dynasty over Ma wara' al-Nahr have been realized. Howev-

er, itis not clear hitherto how Shaibanids dealt with Islamic society under

their control.　This article aims to throw light on the problem above

mentioned, taking　a　jurisprudential　dispute　kept　in　Mihman-ｎａｍａ-ｙi

Rｕfehaｒａas ａ basic source｡

　　

In this dispute,it is dicussed whether the representation in inheri-

tance, prohibited in Sunni Islamic law, is to be permitted or not.　Shai-

bani Khan argued for its permission in conformity with his turco-mongol

background. But when Ibn Ruzbihan presented an authority, prohibiting

the representation,from hadith, and when all the 'ulamas those who were

presented there supported it,Shaibani Khan must have withdrawn his claim｡

　　

Shaibani Khan was ａ muslim, but at the same time, he was not free

from turco-mongol tradition.as symbolized by yasa of Chinggiz Khan.

However, he gave preference to shari‘ａwhen he dealt with Islamic society

under his rule.

CHANGES OF AFFINAL RELATIONSHIPS

　　

OF THE FAMILY OF CINGGIS QAN

　　　　　　　　　

UNO Nobuhiro

　　

The purpose of this paper is to analyze affinalrelationships
of the

family of Cinggis Qan, applying the concept of“exchange of
women” in

structural anthropology and to show how the afiinalrelationships
changed

for several generations.

　　

In the generation of sons of Cinggis Qan, Joci married Alci
Noyan･ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－



daughter and Caratai married Alci Noyan's cousin's daughter. Alci Noyan

was ａ leader of Unggirad tribe. The important point to note is that in

this generation ａ sister-eχchangemarriage was made between Joci and

とiγｕwho was A161 Noyan's son　(figure 1). It means the establishment

of ａ mutual marriage alliance between the two families｡

　　　

In the ｎｅχtgeneration, however, Ogodei's son Kiifiu married Alci

Noyan's granddaughter Qataqa§and Tolui's son Qubilai married Alci

Noyan's daughterとabui (figure 4, 6). This means thatin place of Joci's

　　　

V

　　　　　　　　　　　　　

●･
and Ca?-atai'sfamilies Ogodei's and Tolui's families formed ａ marriage

alliance with the lineage of Alci Noyan｡

　　　

０ｎ the other hand, ａlineage of Quduqa Beki who was ａ leader of

Oyrad tribe expanded theirａ伍nal relationship with the family of Cinggis

Qan.

　

Quduqa Beki's daughter and granddaughters were married to Cinggis

Qan's grandsons who were Batu, Qara Hulegij, Mongke, Hiilegiiand Ariq

Boke.

　

These marriages were based on ａ pattern of reciprocalｅχchange

of women (figure 7)｡

　　　

Under this situation Mongke Qan ascended the throne.　He executed

Qataqas, Al己ｉNoyan's granddaughter, because she was ａ mother of his

rival Siremun. During the reign of Mongke (⊇an the lineage of Ａ１とｉ

Noyan reduced their power as affinalrelativesof royal family and practi-

cally they maintained their affinalrelationship only with Qubilai's family.

FROM THE INSCRIPTION OF THE

MONGOL PRINCE BABUSA'S EDICT

　　　　　　

SUGIYAMA Masa'aki

　　

The Chinese local history of Zichuan xian 潅川蒜edited in the reign

of Kangxi 康煕records the inscription of the Mongol prince Babusa's edict

erected in the temple of Binglingwang miao 炳宣王廟at Wangcun dian

王村店, about twenty-five kilometers westward of the town of Zichuan.

This edict has very useful informations about the appanages belonging to

Joci-Qasar ulus, located in Eastern Mongolia and North China. Through
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